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【第 2 表】 K 町戸數及び人ロ數の： 

鹿業別分布 ( 昭柳 6 年 月 朱 )

4
紫 橋 別

戶 ，數 :ノ又 P .

货數 比率 货.数 1比?n
■ *. i ."■ ' P % . 人 %

漁暴•'，ホ庫養 
域業
農 ，‘ 業

607 29.0 2,834 28.6
466 26.8 ，3,013 30.4

製 造 業 341 19.6 1.74J. 17,5

卸 小 賣 業 i み 10,6 945 9,6
サービス業 94 5.4 649 5.5
そ . . の 他 146 8.7 827 8.5
有業人口總數 1.738 100.0 9,909 100.0

無 ' 職 

總 ’ 敷

、 166 
1,904

854
10,763

註 r s 郡勢耍覚J 16〜7賈

[ 第 1 表 1 K 町の戶數及び人口

«1,
徽 數

内，中心ホ街地"•.

货 數
比 傘  
(% )

戶數 1,926 戶 1,396 戶 27.4

人 tl 10,’768人 7,453人 69.8

註 1 . 昭和27年 7 月1 日全國住民 
登錄によろ。 ’

2 . 昭和27年 0 月K村,町制施行 

ホ請，f tよる。
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[第 5 表:！ K 町農家雜營 

規模別'事業號業別戶數

專 兼 別 .

越營叙廣
専業兼養總數

3 反 未 滿 ' 5 71 76
3 反 以 上 5 反未滿 13 40 53
5 反 .グ 1 町’ ダ. 71 119 190
r 町 グ 1町5反ク 56 43 99

.1町5反 ク 2 、町 い ，：■'.； 9 "；3 12
總 • 數 X54 276 439

註 lit界農業センサスによ，る。

\ 年 次  

階 展 \
自 作 自ル作' j、 作 計

.,，.，.，■-• i
. 入 入 ■ - 'a — A

大正'14年 886 863 140 X889
16 882 736 132 1,251

昭和 2 351 752 129 1,282
3 350 . 705 X80 '1,186
4 231 744 168 1,133

' ‘ 6 178 . 768 149 1,095
6 190 780 170 1,130

. 7 , 185 V 792 173 1,160
8 ISO 787 168 i,125
9 ' 182 791 ,1 5 7 1,180

10 180 \ 803 163 1.136
U 176 788 150 1,113
12 168 . 765 145 . 1,078
13 168 .720 127 1.015
14 16B • 696 128 989

,1 5 166 69S 12C ‘ '98S
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■ . •— - —
17 ■■ ~
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12
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魚 m 金 額

と ん ぽ 1 5 6 ,5 7 1 , 9 0 0

圓

3 8 ,8 8 5 ,1 8 5 . 5 5

レ 、
わ U

1 5 ,4 2 8 , 1 0 0 8 7 3 ,4 6 3 . 6 5

い 力 、 7 6 ,1 7 9 , 3 0 9 4 ,4 9 4 ,0 9 4 .0 4 1

あ じ
1 0 5 .8 8 9 , 3 8 0 . 1 3 ,1 8 0 »3 2 6 ：4 0

か . ウ を 1 0 3 ,3 4 5 . 8 0 0 2 4 ,5 7 5 .4 8 4 .--

だ る ま ，
2 ,3 7 2 , 3 0 0 4 6 1 , 3 4 8  —

ま ぐ る 2 ,8 6 1 , 4 4 0 ，..ぶ : . ' . X)4 l 3 j2 4 0 .—

め ’ じ
1 8 ,6 7 6 . 4 0 0 8 ,8 1 3 ,6 2 2 . 1 0

か じ き
2 ,2 8 4 , 9 0 0 1 ,1 2 6 ,1 X3 . 5 0

，い
し も ち

4 7 8 , 7 0 0 1 3 1 ,4 1 7 .- -

さ ，ぱ
6 8 4 ,9 7 8 , 0 0 0 1 2 3 ,2 5 9 .0 9 8 . 1 0

若 奈 子
8 ,9 3 8 , 0 0 0 2 ,2 1 2 ,1 6 9 . 5 0

7 c ..レ.、 8 2 6 , 6 0 0 ' 0 ,0 ^ , 6 4 7 . 8 0

か t . す
. 6 4 1 . 0 5 0 . 5 X4 , 1 2 0  —

尾 萍
 ̂ 5 ,3 4 1 . 1 0 0 ‘ 1 ,1 8 2 ,3 6 2 . 1 0

' -jfc) い と S2 2 , 9 0 0 6 1 1 ,1 9 4 . 6 0
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； 3 4 4 » 4 0 0 1 4 6 8 ,8 0 7 .—
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た ち
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ぱ ち
6 ,3 5 4 ,3 0 C 3 ,5 8 3 ,8 1 2 . 5 0

■さ ォ) ら
，，. ，S ，，‘.‘， ‘.， 9 7 ,4 5 0 .—
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そ . の 他 5 ,0 7 6 ,3 ()( 8 ,0 3 3 ,6 9 2 . 5 5

.':.余 .':..::;... 計
l , 2 6 3 ,4 2 7 .5 3 0 j . 2 4 8 ,^2 8 ,4 8 1 . 2 9

數 量 c m

[第 7 表1 漁船數規 

横別分布: ，

K 町 Y 市
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5 ^ 2 0 t 8 2 9

力 2 0 -^lOOt 1 3 4 5

船
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第 ( J i l ：) 魚 職 別 漁 獲 高 數 量 及 び 金 額

m  I m  *  c m  I 金 鶴

ん ぽ  1 5 6 ,5 7 1 , 9 0 0  3 8 .8 8 5 , 1 8

わ し  ' 1 5 ,4 2 8 , 1 0 0  8 7 3 , 4 6

. か  ' 7 6 ,1 7 9 , 3 0 9  4 ,4 9 4 , 0 8

, じ  1 0 5 ,8 8 9 , 8 8 0  1 3 , 1 8 0 3 5

‘ ゥ を  1 0 3 ,3 4 5 . 8 0 0  2 4 ,5 7 5 .4 ^
: る ま ’ 2 .3 7 2 , 3 0 0  4 6 1 ,

ぐ る  2 ,8 6 1 , 4 4 0  1 ,4 1 3 ,2 '
, , 、 じ  1 5 ,6 7 5 , 4 0 0  8 ,8 1 3 . 6 5

. じ き  2 ,2 8 4 , 9 0 0  1 ,1 2 6 ,1 ；

、 し も ち  4 7 8 , 7 0 0  1 3 1 >4 ；

； ぱ  6 8 4 ,9 7 8 , 0 0 0  1 2 3 ,2 5 9 . 0 1

、; . 祭 子  8 ,9 3 8 , 0 0 0  2 ,2 1 2 , 1

こ レ 、 8 2 6 , 6 0 0  \ 0 ,0 ^ , 6

，、 ま す . 6 4 1 , 0 5 0  . 5 X4 , 1

I  .、 赤  t 5 ,3 4 1 . 1 0 0  . 1 ,1 8 2 , 3

い と ’ S2 2 , 9 0 0  6 1 1 , 1

5  .め  3 4 4 , 4 0 0  1 4 6 8 , 8

さ ん ま 、 7  ぐ 1 7 , 7 0 0  6 /7 8 1 , 2

と ち … 208,6
文 ち  5 , 8 5  も8 0 0  3 ,5 8 3 ,£
さ ォ j) ら ‘ 一 9 7 , 4  

ジ - り  一 も 4 4 1 、(
を ，の 他 ' 5 ,0 7 6 , 3 9 0  8 ,0 3 3 .C

計  1,2 6 3 ,4 2 7 ,5 8 0 !| . 2 4 8 ,^2 8 . 4
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岸
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な
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。
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營
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營
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熊
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營
が
行
わ 

れ
て
い
る
こ
と
は
疑
ぅ
餘
地
は
な
い
。
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營
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す
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も
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多
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に
劣
る
0
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っ
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も
、
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鶴
沖
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で
な
く
、

遠
く
北
九
州
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朝
鮮
濟
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鳥
方
面
へ
出
浪
す
る
も
の
は
漁
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比
較
的
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い
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營
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漁

業
, 

. 

.

.

.

, 

：

. 

/

 

.

.
沿
岸
徽
業
の
大
部
分
は
翌
漁
就
に
よ
つ
て
經
營
さ
れ
る
單
’純
商
品
生
産
.で
ぁ
つ
て
、
0

.:0
，
觸
等
を
除
い
た
廣
饥
な
沿
岸
繁
を
，
.

そ
の
.對
象
と
し
て
い
る
。
，
こ

れ

ら.の
8

は
、
I

I

組
き
資
料
に
よ
れ
ば
約
.

1

0

0

戶
に
及
び
、
そ
の
內
容
は
：
妻

の

小

釣

漁

.

刹

莱

：
ま

勞

ま
.ま

ま

リ

■

ま

％

淨
■

潘

資
^

一*
^ポ

ま

從

事
I

一

H

A

 

n

o一
 

部
を
形
成
し
て
い
る〈

第
ニ
部
參
照
.

)

。

消
岸
8

に

を

か

る

小
i

業
以
外
に
漁
f

て
、ま
岸g

業
の
比
重
は
極
め
ズ
小
ざ
い
も
の
と
言
い
得
る
。
' 

;

‘ 

，

.

.
,■
 

. 

• /
• 

' 

.

.
以
上
で
、
K

町
漁
業
を
構
成
す
る
都
分
に
つ
，い
て
簡
單
な
，遺

を

試

み

た

の

で

ま

が

、
.全
體
の
構
成
か
ら
言
ぇ
は
、
先
ず
广
0

O

.
 

0

人
に
近
い
i

s

f

雇
傭
す
る
ニ 

I

人
i

兀
に
よ
つ
、て
經
營
さ
れ
る
沖
合
遠
洋
漁
業
を
沖
核
と
し
、
,そ
の
周
圓
に
若
干
の
獨
立 

漁
家
に
よ
つ
そ
經
營
さ
れ
る
沿
岸
漁
業
が
補
足
物
と
し
そ
位
置
'

」
、
と
の
兩
者
に
よ
.つ
て
K

町
漁
業
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
.
.
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リ
ー
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：
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ニ
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厂
ー

I
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一リリ，ド̂
^
 ̂

-

一：.：：： 

’

 

；

.

：：

ス.

船
主
と
は
何
か
？

船
元
と
は
何
か
？

. 

r

船
主
|

船元

」

經營の本は何か？

と
い
は
第
三
節

§

るこ

.と
：と

し

て

、

V

ま

ず

、•と

i

.で

も

並
.

地

まR

襄

る
K

歡

主

り

麗

i
1

營

：
⑩

類■

お

い

：
^

ベ
.

き

若

干

め
i

性
の
あ
き
と
を

指
摘
し
、

r

船
、

I
H
I

船
元」

經
營
の
分
類
を
試
み
よ
う
。
 

.

.

'

こ
の
地
肩
に
お
け
るr

船
主
I
船
元」

經
營
は
‘三
っ
の
グ
ル

I
.プ
に
類
別
す
る
こ
と

/か

：
で

き

る

。

，

 

,

歡
一
の
グ
ル
 
I
 

プ 

.

,
,
 

\

 

ベ

•

.

S

W

激
業
株
式
會
社
を
船
主
と
す
る
船
元
經
營
に
よ
っ
て
代
！̂
せ
し
め
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
、
K

町
に
お
け
る
輕
贿
船
經
營
の
大
部
分 

は
こ
れ
に
愿
す
る
’
。
.

第
四
節
で
論
じ
ら
れ
る
か
く
、
K

叫
激
業
の
發
展
に
仲
っ
て
檢
大
す
る
漁
船
/
の
建
造
資
金
P

達

上

；
ゆ

み

果
力

.

.ら

、
.
ぎ
 

ー

レ

い

激

船

を

經

營

じ

よ

ラ

と

，す

>

^

#

合
8

;

^

漁
§

^

1

^

會

載

か.ら

あ

め#

職
.
の
，建

魂1^
ぱ

購

入

厲#

の

举

額

を

出

資

し

て

も

ら

い

：、

.

.

.殘

り

'ー 

.

の
I

を
I

f

船
元
が
‘「

出
資」

し
.
て
漁
業
經
營
の
主
要
な
I

I

段
が
調
速
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
S

W

I

株

式

含
 

i

i

i

i

f

i

 調 
f

i

會
社
た
る
ガ
W
漁

業

採

式

會

社

は

、
.そ
の
漁
船
の
所
有
糊
を
も
っ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
船
の
.漁
獲
物
の
何
劇
か
をj::F

船
德」

：

よ
.ホ

「
船

；. 

ぎ

#
得
金
と
：かめ
名
目
で

.取
得

す>0

ザ

#
づ

：て
お
；の

敢

截

は

策

P

す

る

如

ま
：：：；

漁

纏

高

の#

M
ま

よ

：
っ

；

H

變
 

付

利
？
^—

#

式

®
:
^
も

r

利
子
化」

.す
る
傾
向
が
あ
る——

以

上

，の

も

の

で

あ

る

。

，

 

‘

;パ：
；

兄

：町

い

て

A」
.

か

诚
.
激
業
救
す
#

社

一

船

き

一

を

す

る

’
'

生
-
-
-

兀
營
め
を
ォ
に

®

ホ

る

も

め

：
ほ

第

八

：

F

;

T

;丸

船̂

'

橋

取

：

j
:
.
f

、
，
；
第

を

澳R:

見

遂

就

：

^

:>

、
マ
第

t
t
l

を

m

丸<C

船

元

野

i

戾

男

：タ

律

一 .
4
Ĵ
b
a

か
へg

ぽ

嚴

田！^

集
が
第
一
の
グ
ル

I
プ
に
嵐
す
る
と
い

う >.」

と
に
な
る
。 

，

¥

^

0
も
うr

錢
の
觸
船
船
は
、
K
T丸

a

四
九
•
六
四
颇〕

で
あ
^
<
^
が
、
こ
"れ
は
操11̂

會
社
K

T
丸

と
い
う
法
、人
組
織
を
と
ウ‘
て
い
る
。
個
人
的
に 

特
殊
な
事
情
で
’资
金
調
達
が
で
さ
た
船
.元
で
、
船
元
福
島
忠一

が
社
長
で
.あ

實質上船元

l
f船
主
l
あ̂
る
：̂
Jい
5
'實
昧

でr

船
主
一
船
元

」

細
營
. 

で
：ぱ

な

：

i:.

が
、

V

來

武的
：：；̂
:

は

採

武

會

紙

，
‘ 

r

船
主
1
船
‘元」

越
脅
の
機
德‘ 

，
，

. 

/ 

•
'ぃ.

，

'
‘

'

!冗

〈

五
.九I

〕

Pす
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M
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r l

1
r  l i 
f e
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け
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M
f >

? 
/% 

^
 
i 

5
 

\i 
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广
て- ̂

を
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s

i
 

- 

J
l

l i

き
.
-
ま

五

灰s
.

.

,

f!

一
旧
寧
會
雜
誌
，十
六
卷
第
A
 

.

九
號
，
/
 

■ 

■ 

.

. 

' 

:

. 

'

は

る

。
こ

の
I

な
S

S

は‘
K

町
，漁
業
に
れ
け
る
輕
贿
船
發
達
の
通
例
の
雜
路
で
は
な
く
全
く
例
外
に
？

る
’

，
.

.

.

 

こ
，の
.
弟

一
の
グ
t

プ
.

S

する經町、

漁

.
業
に
お
い
そ
最
も
古
く
旦
五
0

嘯
級
以
上
の
大
型
船
經
營
で
あ
*
り

K

由

業

の

r

代
表
：！
で
あ
る
'

と

言

っ

て

ょ

い

で

'

.

:

■ 

' 

• 

• 

. 

\ 

.

.

.第

二

-
の

グ

...

レ
.
-
-
1

プ

-
.
-
.
-い-

■

.

バ
I

s

t

i

主
と
す
る「

I

I

I

」

i

に
ょ
.
っ
て
代
表f

れ
る
も
の
で
あ
り
、

業

に

お

い

て

こ

の

グ

い
. 

こ
，凰
r

i

p

て
霞
で
も
る
。
卽
ち
第
.
五
.

|

丸
|

|

.

|

、.
第
三
f

 

l

i

i

第
三
K

H

I

H

永
：，
，

::

银 i
s

 
ご
K

;

ル
ー
丸

で
す《

て
h

m

瀬
％
:ま

®

ぁ
。'
、
れ
^

^

き
 

ま

；

、；：

藝

餐

 S

■

ま
：ま
^
^
^

ま
’

：
ぉは
膨後
松水
達

#

式
#

S

を
®

®

と
か
ダ

■
生
"
"

船
嘴

」

'
ぉ
營

ま
*
?
；*
^
^

 

，.
そ
れ
力
ニ
暮
ま 

に
失
々
F

S

水
産
株
式
8

か
ら
，i

し
、
1

.

ち

.船
元
達
で
就
し
i

漁
業
株
式
舍
社
：

し
て
之
を
船
主
と
し
*
^
の 
一X

あ
◎

い

業
#

式
#

社

は

船

主

氣

？"
ぉ
■

.

は
*
震
 

っ
'

け

上
"

^
 

’
1
^
.

ひ
：ぎ

ル

、

.

I

ま

船

i

も

性

黎

i

i

t

t

れ
f

ま

^
^

と
に
か
わ
り
は
な
い
。

.

.

.

-

. 

y

第
三
の
グ
ル
ー
プ
.
‘
.
.
、
，

：

.

‘ 

•
, 

•

,

y

P
諭

.
' :
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,デ：

一̂

K

の
：め
ル
び
ズ
K

お
第r

1
4

グル
-
-：

ズ
.
；き

わ

：嵐

：

'ざ
な
い
.

®

象
經
營
.
を
第W

.

のグ
ル
-
-
:

ダ
と
し
で
總
括
す
る
ふ
と
が
で
き

0̂。
：

そ
し
て 

V

」

一
：.第
二 
S

,

グ
ル
1

プ
：に
屬
ず
る
；瘾
營
め
基
本
的
特
徵
は
.

#

兀
と
船
生
が
同T

人
：で
か
 ̂

K

Z

水
産
株
式
會
社 

.̂

ア

:
:

、
，

.
(
S
:

長
化
.

E
.

源
次
郎5
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一一を®

主
、

A
J

す

r
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主

と

盤

兀

：と
：
ポ

形

式

的

：

^

‘像
<

^

離
.
-
:
^
.て

い

る

も

の

も

あ

る

。
；
：
：
レ

，か

-

^

、
；
：
：こ

お

^

^

-

:
:

船
元」

.
：經
營
で
,e

眾1
1
1

ロ
カ
セ
差
；̂
っ
：
^

^

マ-
"

:
:

一：利
吉
.

〉

> 

第
三
に
に
^
?
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:

(

嫩
1
冗
籍
か
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'

^
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尊
と
哼
|
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ル
I
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ル

ー
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愿
さ
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章「

漁
業
生
'
産
組
合」

の
條
項
に
-
基
づ
：い
て
緒
さ
れ
だ
'
A

漁
業
生
廣
組
合
卽
ち
之
で
あ
を
^̂

て
經
營
に
，參
加
し
、
自
己
の
勞
働
に
對
す
る
報
酬
と
し
て
の
赁
銀
部
分
と
、
自
己
の
出
資
に
よ
っ
て
.可
能
と
な
る
剩
餘(

利
潤)

の
配
當
を 

. 

受
け
と
る
と
い
ぅ
生
産
；̂

組
合
の
組
織
で
あ
る
。
同
生
産
組
合
の
組
合
長
野
ロ
輝
雄
氏
に
よ
れ
ば
へ
こb

生
産
組
合
は
‘

r

船
元
制
の
冗 

,

解
の

：：！：

の

遠

く

な

い

事

を

見

透

し

て

、
，

.法
律
に
定
め
ら
れ
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
生
産
組
合
の
形
熊
に
着
目
し
て」

昭
和
一
一
七 

,:;4-

一
 

月
よ
ヴ
發
足
し
た
も
.の

：で

あ

る

と

い
5
。
K

R
九
が
と
め
よ
ぅ

.な
生
.産
組
-合
に
よ
っ
て
經
營
さ
れ
て
い
る
眼
ぎ
り
：、
船
元
骤
ロ
輝 

.
雄
、
臉
主
食
社
け
A
激
業
生
産
組
合
と
い
ぅ
の
は
全
くT

船
主
I
船
元」

經
營
の
擬
制
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で「

船
主
y
船
元」

經 

營
と
，い
う
場
合
に
も
そ
こ
擬
制
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
，な
い
。

r

船
主
I
船
元」

輕
營
が
な
か
っ
た
な
ら
"
元

々「

船 

,

„ 

’ 

主=
=
^

元」

綴
營
と
い
ぅ
が
如
き
あ
稱
は
無
意
味
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
卽

ちr
#

お=
=

船
元」

經
營
と
い
ぅ
の
は
、
っ
ま
り
我
が
國
漁
業 

,

.

に
お
け
る
通
例
の
經
營
樣
式
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
船
主
に
對
-す

るr

船
元」

、船
元
に
對
t
る

「

船

主」

と

い

ぅ

如

ぎ

關

係

は

存

在

'
し

て

い 

，
：

.

.

.
,
:

な
い
。
換
言
す
れ
ぱf

船
主
I
船
元
.

」

雜
營
は
揚
棄
.さ

れ

て

い

る

の

、
で

あ

る

。

.：，A
漁
業
生
産
,
合
^

. 

r

船
主
I
屬
元」

細
營
の
機
構 

. 

一

七

(

五
九
三)

■,

: 

:

/
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- 

: 

\ 
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-111

相

取

-

s

十

六

卷
.
第

<

 

♦
九

號

.

，
‘
 

\

一
八
へ
五

'九
風

，)

1

っ.
の
方
向
で
あ
る
か
秀
か
は
豫
斷
ぶ
許
さ
な
い
が
，、
最
近
の
'

!

畫

s

'

動

向

か

，レ

み

を

と

"

r

船

主I

船

元」

經

營

は

崩

®

の 

'
兆
候
を
み
せ
、，「

船
主
：

=
4
1

元」

經
營
へ
の
傾
斜
、
卽
ち
，r
船
主
I

船
元」

經
營
揚
葉
の
卞
向
に
動
い
て
•

い
る
'も
の
の
如
く
で
あ
る 

(

提
體
的j

s
i

は
第r

n
s
I
H
;

か
の
.
S

W

漁
業
棵
戎
會
社
か
ら
ひT

獨
立
化
.

」

.

.

.
後
述)

' 

, 

.

.

.1
;̂

町
撒
業
經
營
を
以
上
の
ょ
ぅ
なT

 

二つ.
の

グ

ル

ー

プ

に

分

類

し

て

考

，書

す

る

と

、
'
第

四

節

に

お

い

て

詳

 
1 論
さ
れ
る
K

町
粗
業
の
成
立
過 

.

達
の
寺
期
か
；

i
>

み
て
も
、
そ
こ
で
&

擔
乎
と
な
り
、‘：
發
展
赠
進
の
時
.期
及
び
現
在
の
撒
業
に
お
け
る
地
位
か
ら
言
.’つ
て
も
K

町
漁
業
に
お 

ま
主
導
的
な
擎
は
第
一
の
グ
T

プ
'

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
，と
言
わ
な
：̂
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
二
の
c

r

-

プ
は
出
現
め
時
. 

期
、
遺
と
の
關
係
か
ら
言
つ
て
も
第
一
の
ダ
ル
1

プ
に
I

し
て
現
わ
れ
た
も
の
な
’

の
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蜜
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史
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落
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落
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あ
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膨
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當
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西
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す
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仲
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◎ 明?台41年一大正’X年*の漁獲商推移

年 次
m  . 狼 ， '高

库担合 SW漁業K.K.
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!/ 42^ 139,500 ‘ ,235,000
V 43 ダ. 210,200 257,000
y 44^ 258,700 320,000

，大正元年 393,200 440,000

注 數 字 は r*TK遠? ‘漁業株式會社30年 

史J 及 び rY 水摩會沿本史J によ.ろ。
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0  + V + M
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鎭貫當り生産費（第ゆ表よ I)算出)

[第14表: ! 鎭及赌貫當り生産費
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レ 圓 .S

(G ) ，修 鍾 費 18.66 5.0 0 263.41

. ( V ) 沖 乘  
獎 斷 金

18.66 5.0 V 62.00

CV) 上架ホ當 6マ2 1.8

CC) 繩 代 10.0? ■ 2.7 M 47-56 -

CC) m 代 15.95 4.3 ' '■ •； ’ し..
■ ■, ； ■ ■' ■■' *

CC) ' 航海經費 218.73 58.6
-M -76.7^

(M ) 船 し 主 44.76 15.0 V

(V ) 船 中 36.62 1 9.8

G !- V ト M價 # 372.9-7 10 ば,C
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[第15表: ! 麟貴當り生處数〔1).
(第; 表 27年 1/26,8/80,4/21,合計よ！)算出）

0  m 價値に 
對する

vCM>： a , m
圓，

9.98
%
3.5

圆錢 
0 147.38

CO) m m m J3.92 4.8 V 85.24

(V ) 沖 乘  
獎 勵 在

13.92 4.8
、

c v )  r 上架丰當 2,51 0.9 M 65.85

(G ) 航海經費 133.46 46,3

CM)

CVO

船 ま  

船 中

45.87

68.81

15.9

23.8
M 65.9 %

0 十V■十M m 値 288.47 100.0

E t 第12衰において總水揚A の記-載 

されてあるのは昭和27 -ザの-1/26, 
8/30, 4/21,のfDt海だけであるため 

このS 航海の合針か&算tiiせざる 

を得なかつた0
總水揚金額（き航海の合計）24,426 
IH1+ 總ホ揚量2,131>1ニ293圓02錢 

であるが故に，貫常り偵値（G + 
V + M ) は293圓0 2 とされなけれ 

ぱならない整であつたが,原資料 

' の針算不正確のため,範禱合計と 

合致せしめるために288圓47錢と 

した。

船中68081錢のfm直に對すろ％は 

' 23,858%で四捨？£入すると28.9% 
となるわけである力:，％合計を合 

せるために0.053%を切てた。 

他の計算はすべて四捨耳入した0

[ 第 1 6 表 ; ] 続貫當り生産费 ( 2 )

(第一H.Y丸.?6年度合計(第18ま)から6月及び12 
月を除外し}t ものよ算出） ，
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表に明らかな如く鶴1水揚量が示さ 

れていないからである。

6月及び：12月を除いて26年度の總 
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i i i i  圏
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[第17表】 腊貫當り生靡費(S) 

第一H Y丸 度 合 計 (ぎ;13ま)よ算出

圓錢
G 62.95 

V 69.07

M 35.7：

-^6 1 ,7  o/o

金額!II?摘 耍

ダ

a

も 

'ん
\ 

0
.
.
1
:

32.7 

8.5

17.7

32.8 

100.0

'圓
6.00

8.09

8.09

8.09 

64.86

5.93

29.64

55.06

67.76

錢
.

.

費

乘

金'賣
錢
：
費
.V

:

當
V

、
主 

-

ロ '

修
沖
獎
他
ロ
航

.

.

：

入

.
船

：

.船中

値

.

.ど
れ
ら
の
譲
表
に
示
さ
れ
た
貫
當
ひ
商
品
價
値
は
，
各
.

々
：

：一

間
或
は

.

.■
 
'一
 

' 

... 

...... 

,

數

航

海

は

：お
：件

る

賞

當

；力

命

償

の

キ

均

値

を

，示

し

ザ

い

る

E

す

ぎ

な

い

。

.

し

か

もT

庭

先

相

場

」

.

め
，七

れ

セ
'

あ

る

か

ら

、

.

商
業
利
潤
と
し
て
實
現
.

さ
.

.

.

.

.

•
 

- 

,
' 

•
• 

• 

?
• 

.

.

.

.
'
'
、

. 

.

パ
れ’
る
部
分
をr

C

れ
れ
ぱ
、

品
價
値
は
：}

s
a
i

高
<

な
り
，ス
從
つ
.

て

r

剩
餘 

:

價
値
®

 

:

(

M

i

v〕

も
も
つ
‘

と
#

く
が
'

を

わ

け

：で

あ

る
？

.

.

:

ま

た

航

海

經

費

，は

旣

述

せ

じ

如

^

?

;

^

;内

容>
;

^

^

^

れ

ぱ

不

變

資

：ポ

部 

一
分
も
可
變
資
本
部
ネ
剩
騰
價
能
激
分
も
含
.

ん
ホ
い
る
'

も
の
あ
あ
る
が
、
.

‘

資
料
が
充
に
，
孜

X
、，
.

內

容

お

失

：ネ

れ

紙

濟

.

的
譜
範
#

§

劍
す
る
こ
と 

が
困
難
⑥

り
、
.一
事
實
上
は
不
變
資
本
部
分
於
主
要
な
部
分
が
由
め
る
も 

:

. 

;

,

の
：
と
：考

先

ら

れ

る

め

で

便

宜

*

:

^

不

變
|

2

:

本

部

分-
^

し

お

。
；
.

：/
レ

じ̂̂
 ̂

ぃ
：
；：：

〔

1

^

偵

値
.

¥

.(

胜
>

)

：
：
と
言
ー
つ

.

^

:

|

.、

厳
密
か
意
味
で
ー
の

^

^

.

^

は
：算

出

不

可

能

；で

あ

る

.

か

ら

、
；
：便

法

を

.

と
づ̂

■
1̂

一
々
の
經
濟
的
®

禱
.

に
.

癖
用
し
て
計
算』

お
の
で
お
を
が
一

1
.

力.
.年
：或
ほ
®

航

海

の

合

許

が
.

算3

す

らy
.

と
に 

‘

動
、
漁
不
漁
の
差
を
比
較
的
狹
小
な
ら
し
.

め
.

得
た
か
ら
大
體
の
傾
向
を
み
る
こ
と
は
出
來
る
と
思
ぅ
。

. 

.

V

 

.

、

’ 

H

分

析
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

‘

.

諸
表
に
示
ざ
れ
た
如
く
剩
餘
價
値
率

(

M

1

V)

は
、

輕

激

八

三

，
四

.

％

、.
館
激
七
六
，
七
％
、
腊
漁
第
五
ド
8

丸
の
場
<

|

1

六
1

^

 ̂

.

五
％

,
 

:〈
r

结
賞
當
.

り
生
廣
费e

j
)
"
：

黎： 1
"

H

'

Y

丸れ察
合四あ
，
，

賞攀
り生
庫費

®

)
£

,

灰
び
革
、t

 

-

ぶ

賞

鼠

り

生

産

費

と
な
り

:

■ 

• 

f 

- 

-

, 
- 

.
.

. 

: 

.
'
«■
■. 

. 

- 

- 

■ .
.
.
.

 

- 

‘
ニ

.

. 

•

て
い
る
。
卽
ち
剩
餘
價
値
率
の
高
さ
は
赌
漁
が
最
も
高
く
、赌
漁
、
：

6

漁
と
.
.い
，ぅ

順

に

な
.

つ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
漁
船
の
大
き
さ
に
照

.

へ：.：「

船
主
I
船
基
お
‘

營
の
：‘機
機
：

-

.

:パ：い 
一̂
^̂ 

. 

'

ら
：

/

(M.) 

C 0)

m

(M )

. CO) 

(V ) 

CM)

C + V + Mj

M-
m

MP'
.

明 ，

i
i '
I:li
t
I I I '
も；-r'す 

■
if
y.
a-
p,
i

Iv4kil■



■

ゃ
？.-
.
.
\れ
；
.
'
.，
耳̂
 

- 

-

M

:

ザ

す

：：
一

-
:

キ
，
'

.

⑥

.

V

 

S

し

ザ.
か
お
。

丸
は
.

：

1

榮
 

i
i
;
i
i

ギ
.

ぁ

窗

顧

、
：

 

一
^

^

^

^

^

'

る
。
そ
れ
故
に
、

一
應
大
概
船
に
お
い
て
漁
獲
に
貌
事
す
る
労
働
は
生
産
性
が
高
く
、
小
型
#
に
お
け
る
を
倒
よ
り
も
ヨ
リ
多
く
の
網
普 

懷
値
を
f

 

m

t

l

て
い
.

い
で
ぁ
ろ
-

。
勿
論
こ
こ
に
示
さ
れ
た「

剩
|

値」

S

は
、、
夫
々
の
i

部
n

フ
.

二

4

生
f

, 

れ
た
こ
と
を
.

必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
同
額
の
資
本
は
等
量
の
利
潤
を
も
た
ら
す
と
V

こ
と
は
資
本
主
義
的
經
濟
法
則
で
ぁ
る
。
i

.

.

.

 

:

■

如
r

大
■

ぼ
■

の
有
l

i

i

高

い

ウ

f

:

i

も
か
ら
な
も：

の

ま

が

城

#

々
ー
ホ
汰
盤
败
‘
■

'

ま

勞

揮

ゅ

^

.

.

き

r

务S

■

断
徵
値i

創
■

此

す

と

：
い

ぢ

：
と

ぱ

經

‘

:
:

:

じ

ぎ

な

^
:
^
ー

 

よ

ド

に

あ

ま

か

る

が

-

ぎ

れ

な：
.

.̂

?

.

お

と
を
化
較
し
て
み
れ
ば
、
雲

F

S丸
の
方
が
剩
.餘

s
m
-
r

か
高
く
、
從
つ
て
第

.五
F

S丸
に
お
け
#

働
は
第

一

H

y

s

.

お
け
る
勞 

一

i

よ
；

C
Sも

：： f
.
i

ら

お

勞働
」
:：

と

し

尤

粮

用
t

、：ま

I

襄

働

時
W

內

^

う
。
ま
た
、
漂
漁
を
行
う
か
、

腊
漁
を
行
う
か
に
よ
つ
て
盤
の
大
き
さ
が
決
定
さ
れ
る
の
で
を
べ
、
資
本
の
大
小
が
建
i

.は
購 

.

.
:買
化
船
め
大
小
お
決
定
じ
、-
一#

船
め
大
小
が
輕
紙
0

か

、
，
麟

ま

を

快

定

ま

ひ

で

ホ

.

る
。、'き

お

ま

、.
运
银
ぜ
^

が
.！
 

1
!ル
艮
変

7̂
:
,

上
の
太
ぎ
S

 <

現
在
で
は
約
き
觸
0

饥(
4
>

 

有
し

て
い
る
-J

と

が

、仏

要

；
ホ

ぐ

り

、

從
つ

.
て

，

一

淀

眼

虔

以

上

の

廣

ネ

.，を

必

要

• 

-
. 

• 

■ 

■ 

.

.

. 

.

.

. 

.
' 

- 

.

.

.

.

.

.
 

:

•

•

.■

■:
■
,

.

.

と
す
る
の
.

で
あ
る
。

..

： 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
广
.

'

> x
k

ゾM

 

Jル
は
四
六V
I

1

ニ
#
デ
ィ
レ
せ.ル
"一

„

1:0

馬
力
でT

登
铁
許
可i

は
處
雜
船
力
わ
る
が
、
恭
實
上
：鎭
飾
漁
よ

P
も
鲍
漁

.に
適
す
§
:と
い
う
の

■ 

•
, V. 

- 

• 

.

.

. 

•
' 

■
■ 

- 

- 

• 

■ 
. 

.一

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
-■
 
•
•■
•
,■
•
.
 

‘ 

V
-
-

:

f

現
在
'專
ら
.鋳
漁
だ
け
し
か
や
っ
て
か
な
い
。 

，

.

-

‘
.

.

.

>

.

も
の
：よ
う
に
資
本
め
充
用
能
力
上
に
制
限
が
あ
る
か
ぎ
り
、.
そ
め
眠
廣
以
上
の
漁
業
資
本
ほ
夫
々
：め
太
き
さ
に
徙
：つ
て
何
ら
か
め
S

-

 

.

適
利
潤」

、̂

は

n
r

.

リ
多
ぐ
の
利
潤
を
獲
得
し
チ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
：。rx

j:

の
よ
3

な
意
味
に
お
い
て
大
型
船j

y：

お
け
る
勞
働
は
小
艱
船

,

• 

■ 

.

.

.

.

. 

.

. 

_

 

. 

.

. 

.
:
’
.
.
. 

.

.
- 

.

ノ. 
.
.
' 

-
.
.
.
. 

:
, 

.

.

.

.

.
:
: 

.

.

.

.

. 

: 

:
‘

f
.
.
.
.
.
-
'
、
，.
.

リ.
：
-
.
-
.
.
,

-

,

.

に
お
け
る
勞
働
よ
り
も
ョ
ジ
多
.

^

:

-の

價

値

：を

生

，産

す

る

も

の

^

^

し

て

作

用

す

る

と

.

言

ウ

：
て
.

い
.
‘い
，カ

あ
>

0

う

。

と

じ

て

の

m

館

敝

經

營

め

船

：元

が

、

.

n；

か

多

く

：

§

資

本

を

養

積

：レ
：得

た

4
:
'

般
的
な
生
産
力
基
盤
は
賞
に
こ
こ
に
あ
づ
た
の
，：で
お
る
。

.

：

.
，

• 

- 

• 

•
, 

■ 

• 

• 

• 

<

 

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

' 

. 

•
, 

, 

. 

-
• 

• 

•

.

，
更

に

、
處

贿

船

の

船

i
k

が
.

ョ‘
リ
多
ぐ
め
資
本
蓄
積
を
な
し
得
た
直
接
的
秘
密
ほ
繩
代
ーr

A
J
*

激
經
黨
と
.
.

い
う
龙
天
な
るT

費
用」

め
控
除 

，
に
あ
る
。
I

も
觸
れ
た
如
く
I

s

合

に

は

繩

の

.使

用

は

ま

.

め
>

^

.

:

五
.

多

が

差

引
.

か

れ

て

い
^

9

.

。.
そ

れ

故

に

我

々

：
は

こ

.

れ
.

を
：完.全
な
る
剰
餘
價
値
の
，：.l
‘：
部

と

し
.

て
取
扱
い
、
能

ニ
のI

I

別
U

た
。
I

の
場
合
5

延
繩
ま
用
す
る
が
故
に
ご
5

1

的
S

が
、
繩
'

代

と

：し

て

控

除

さ

れ

る

i

は
貫
®

り1
1

六
傭
で
瓶
品
價
値
の
約
お
ダ
を
#

め
.

て
い
る
。；

：

し

，ベ

.
、
.
.
'
.
/

：

航

海

經

黨

ゆ

經

の

：場
ム
ロ
に
は
賞
常
り

、

T
.

一
 

六
圓
五
！
 

S

で
商
品
價
値
.

の

三

九

：
.

五
场
、
贿
の
場
合
.

に
は
貫
當
り
：

r
r

.一
 

八
圓
七
三
錢
で

-
 

. 

■ 

.

.

. 

- 

■ 

- 

i 

, 

" 

■ 

.

 

'.
 

- 

- 

.

\
 

-
-
- 

:
 

/

 

.

-

輕
の
場
♦

よ

り

も

遙

：か

に

多

ズ

、

.
1

商
品
價
値
の
五
八
.
.
.六
：^

を
占
め
.

て
い
>
^
9
'

贿
漁
の
場
合
の

.「

剩

餘

價

値

率
」
：：
(

七

六.
七
％〕：

が

經

漁 

-

の

場

合

の

，そ

れ

<
x

三
•

©

ざ
.
.

み
レ
も
か
さ
い
よ
'

う

に

現

わ

れ

た

の

は

主

に

ご

：
の

.

た
，

め
..

で

知

つ

，た

と

言

つ

：
て

も

過

言

で

は

な

い

，

:
:

に1

漁
と
館
漁
の
：

r

剩

餘

，働
.

値
率」

一
を
比
較
レ
て
、

' 

後
者
に
.

お
け
る
勞
働
ほ
前
者
に
：；^
け
る
勞
働
よ
り
本n

r

リ
；.少
な
：：

餘
断
値
し
か
生

，'塵

し

：な

い

か

め

様

に

寒

え

て

：
は

な

ら

な

い

。

.

寧
ろ
、
一
大
型
船
の
船
元
は
ど
：ち
ら
か
と
云
え
ぱ
經
漁
よ
り
も
館
漁
に
お
い
て
き
リ
多
く
の
資

i
. 

.
: 

.
' 

: 

■ 

、
 

‘
，：
：

マ

，
.

，
-

.

-
り 
i

 

\ :

ゾ

.：.，
，
.
.
，

.

. 

- 

:
v
;
7

 

r 

:

.I

.

本
蓄
積
め
機
會
を
徊
む
も
の
.

と

言

づ

，で

よ

い

，
の

で

は

が

か

み

ぅ

か

。
，
卽

ち

繩

代

を

航

海

經

費

の

.

中
セ
に
事

I
b：

上
a

剩
餘
價
値
部
分
を
は
-

' 

. 

- 

'
. 

.

. 

.■•
•■- 

.
- 

. 

• 

. 

.

.

.

. 

、

- 

.
.
.
.
.

- 

, 

- 

.
- 

. 

.

.
V
- 

.

.

.

.
 

- 

' 

. 

、
 

• 

• 

• 

- 

.

.

.

込
み
；’

用」

み
ぷ
各
0

で

r

利
潤」

i

吸
い
.

韻

げ

る

め

で

；あ

名

。

館

，の
：場

合

費

'

⑩

價

務

の
*S：:::

不

變

資 

を

占

め

て

：い

を

£

と
.
は

A
j
.

の
，ぼ

と

：を

觀

語

；
つ

て

を

ぶ

と

言

文

な

；い

.

ポ

あ

を

ぅ

か
^

ニ
-ら
嫩主

--

働

£
.雜
營
.§
碑
：.シ
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
 ̂

:
.
M 

.y-

-i
*■' f

：A 
こJ

rr/
I



摘玻

船名
嘯数 mm 剩懷價 

値碑'
船中取分*̂  
商品债値に 
對 す る ％
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船 方 は 1 森.地 、叙 族 の 職 業 船元 
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族I 部落( f f 焚 ) 他部落 專業 農業 m % その他

第A P T 九 

第'八S T 丸 

第三S E 丸

68 

. 66 

48

.;.-:，. ，’'-• ■
46 名 C86,8^'),，..’ \ .:.-，： ■；
60 名 （89.3多.) 

88名 （88.4%)
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.60.8%

：'l'l
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?
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■ ;- . ■ ' \ 
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68 81 51
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45 40 42

課き、き取り査にぶる。

[第20表；]輕贿船の勞働關係
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ĵ
:

居
住

.

.
^
.
ポ

船

方

，が壓
：倒的
に

-

1̂
.

部
分
を
古
め
て
い>0-
と
い

 ̂
5 

- 

-
I 

-
- 

= 

■

-
-
 

,■ 

- 

-
. 

-
!

:

■ 

- 

-

こ

-
,
-
.
.
' 

■ 

.
V
'
-
- 

« 

.
' 

r
- 

• 

.
' 

-

職

1

^

 

o
r 

;
>
:

ギ
.

>

^

-

;こ
と
は'
何
を
意
味
す
：る
か
0
 

:言
ヵ
あ
で
も
な
く
ツ
1

ッ1
:

般
时
に|
ー
ロ
え
ぱ
、
，
そ

こ

に

は

「

共

同

體
」

.
的

9 

.巧
-. 

.
パ
.
.
.
.
.
-
-
-
-
.
-
,
.
.
.

'

の
.

^

l

^

^

l

d

l
 

'

.な
後

勞

働

關

係

が

：强
固
に
#

在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
寸
る
。..0

の
こ
，と
.は
：、
例
支
ば
、
第
八 

夢

:; 

g
j

ン
：m
.

」

；..
V

F

r
ぐ
の
場
か
'こ
.

o
X

て
き
£

ぼ
、：：ポ
父
子
が
視
在
乘
&

ん
あ
い
た
.か
：又
は
乘
.組
ん
ホ
^

の
‘ 

深
：
.

#
 v:§

.:

い
？
. 

；：

J
2； 

を
，P

の
.

組
、.：

兄
^
 

. 

^
 

:『
：；名

：
.；

名

名

.S

本
家
、：
分
家
な
ど
，親
族
と
し
ポ
現
在
乘
組
ん
ザ
い
，る
も
の
.五
組
、
一
と
い
う
具
合
.に
船
方
の
大
部
分 

ぞ

,

.

.
：ン
-
.ぼ

，パ
-

の
も
の
：が
、
：敏

を

は

敝方
-
}
,， i

間
で
何
ら
.
^
©
:緣
故
文
ばF

恩
掘」

；的
關
係
に
あ
る
こ
と
に
ユ
っ 

出
，ぐ

.：ザ
：、•

嫩

.

て
實
誰
せ
ら
れ
ま
あ
ろ
う
’。.
'こ
.の
よ
う
に
船
あ
建
は
或
ぱ
船
元
と
或
は 

方
.
f

 

,

c. c
 

(

.
關
係
をf

 :

っ
て
.

」

；と
じ
て
：乘
組
員
と
な
^
^

船

.
g
:

.

:

お
；
、

§

 

-

渊

故

T

凰
顧」

；
，の
關
係
に
よ
っ
て
#

生
産
せ
ら
れ
る
め
で
あ
る
。
：
：そ
し
；て
第
八

F

T

丸
；に
お
い
て
は
七 

パ；

ノ
巧
：

s
.

 

:

一
辟
，

' 

.名

、
ベ

第

へ
S

T

丸
.

に

お

い

て

は

l
i

 

t

あ
、‘
第
三
-
&

E

#

に
ま
い.
て
ぱ4

0

名

と

い

う

よ

う

な

船

-元

の

■ 

r 

■ 

■ 
. -
- 

- ■ . 

- 

■ 

- --■
 

.ニ. 

■ 

■ 

- 

' 

■ 

■ 

■.

S

何

☆.
 

親
族
の
存
在t

r

そ
の
よ
う
な
後
が
た
祭
働
關
係
を
部
や
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
船
方=

=

漁
業 

九
丸
丸
努
働
：；

读̂
に
對
す
る「

御
目
付
役」

と
し
て
の
意
味
を
有
し
て

4
^る。
，い
ま
、
歡
八
が
で
九
船
元
高 

,

 ̂

 ̂

橋̂
ま
及
び
第
三

S
E丸
船
元
脚
間
家
に
っ
い
て
簡
單
な
系
圆
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る

。
.
：.
‘
，
：
" 

I
I

_
1.

第

第

：
.
：
m

l高
橋
家 

，
 

•
• 

•

「

船
主
I
船
元」

經
營
の
篇
 

. 

六

五

(

六
®

1
)

.
:

.
:
:
.
-
-
^
.
:
.
.
:

大
塑
撒
=

經
贿
船
.

§

:

^

ぐ
^
^
^
 ̂

:
:
.

，.へ

.

.

.
：
.
. 

第
八
F

.

T

★

マ
、第
八

S
i
-
I

 

及
统
第一

,

丸
れ
、
：

々
一
め
船
方
め
廣
觀

>
 :

队
身
地
缴
往

麻
.
)、：： .

i
l
l

兀
の
親
愿
灌
臂

：

を
旧
ら
力
に
す
る
.

• 

- 

- 

' 

. 

- 

‘V

 

. 

..
 

- 

-
.
.
. 

.
« 

’ 

-
'
-
- 

- 

- 

- 

. . 

. 

-

こ
と
に
ょ
つ
て
、

' 

大

那

：
船

=

輕
贿
船
の
勞
働
關
係
の
特
徵
を
別
：
^

す
る
こ
と
と
す
る
。 

.

撒
業
ム
ロ

 i
:

登
錄
さi

■
各
船
巧
乘
組
賞
名
簿」

：：に
基
づ
か
'V

!

示
せ
ぜ
第§

表

：
の

如

ぐ

で

ぁ

： 

る
。
卽
も
マ
藥
八
F

で丸：
ほ
お
船
ポ

i

觀五

1
1

■

のほ；

.

船元と

®

;

.

の
I

部落にぜ

;
'

，五
名
ぱ
园
親
等
內
め
瓶
取
で
：あ
る
。ー
靠
八
あ
に
：お
い
て
ま
、
，船

總

數

：五
ふ
ハ
；名
の
内
、

.
五
0

 

一-各
は
船

M

ど
贈
じ
部
落
に
住
い
を
灰
か
、で

*

*

總
敷
め
八
九.ゾ
ゴ
家
と-
^

っ
て
お
り
、 

ま

親

等

內

か

親

族
.

一
.

ニ
名
が
：乘

組

ん

き

灰

。

.

ま

^

律A 

第A

第全

註

I

1

1

s

十
六
愈
第
八
，九
號

，

，

,

' 

' 

:

•

ぺ 

六
吗
‘

(

六
四
S

 

さ
漁
業
に
お
け
る
後
れ
た

§

關
係
に
あ
つ
た
め
で
あ
る
。
後
れ
‘た
努
働
關
係
が
步
合
制
の
基
艦
と
な
り
、
常
に

E

勞
獨
S

を
懷 

牌
に
す
る
步
合
制
が
他
業
經
營
の
支
柱
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
後
れ
た
勞
働
關
係
を
解
明
す
る
こ
と
な
し
に
は
ホ

'

t

 

揚
粟
の
：；
^

向
を
；̂

望
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
勞
做
關
係
の

‘

分
祈
に
殺
る
0
 

-

;./

バ：：；

，
：
パ：
.

ん
"

ン
勞
働
關
係
のT

型
：」
：：； '

:
:
.

一"
レ
バ
、
一
ド

.

パ
一
.
'
.



威

> 

 ̂

t
i 

Â
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[第21表】 M 船の勞働關係

\ 'ニ ^ 、、摘 耍  

服名（屯數:T '''''、 ' -
船方
德數

船元と同一部落の者 
P ( の船方總數Y ， 
、に料すろノ

船元の親族1昭和27平度 
姻戚をにがけを船 
、む 力 方 の 移 動 數

..，' . t  
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【第23表:！ 第八P  T 丸船巾步合制（猿の場合）

職階又は職務 
，（推合 .）

昭和25̂51-ニ 
第 1 及び 
第 2 航海

1^8解海第4棘海お航海 第6航海第7航海第8航海 余計

船頭 (2.5 代〉
1̂

，2,492.—
圓

25,357
li|

16,1ポ
j m

5,537
： 圓 

7,307
圓

；9.587
圓

3,322
ゾ 圓
75,587

機關 (2.S 代） 2»293.~~ 23,828 [ u m 6,095 6,723
， ~

8.774 3.056 69,540

'、見張 (1-5 代〉 1,49 り,'^ 15,214 9,694 3,322 4.S84 5,722 1,998 46,352

無'線 (0.8 代） ，797 — 8,214 5,170 1,772 2,338 8,052 1,068 1W 7

食計 (0.3 代） 299.'— 3,042 1,939 665 877 1*144 ‘禅^ 9,070

火床 (0.5 代） 498.50 5,071 3,231 1,107 1,461 1,907 665 16.117

船元 (0.5 代;） 498.50 ■ 5,071 3.231 1.107 1>461 1,907 665 X6,117

造衆 (1,0代）' 997 — 10,143 6.463 2,215 2,923 8,815 1,329 30,235

天測 C0.1代） 100,— 1,014 646 221 292 3S5 162 3,027

(0.2 ほ） 199；— 2,028 1,292 443 685 763 266 6,047

とも (0.3 代） 299,— 3,042 1.939 665 •877 1,144 398 9,07.0
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若 . 衆 と

若银 若 も
頭 衆

£ ( 1 名）を合む

? 18 14

0.8 1.0 0.8

2 1 16 9

0.7 0-1 0.6 0.2

2 10 10

0.5 0.3 0,3

職階又は

船名及び

職務

摘要

第A F T 丸

律;三S E 丸

第五H S 丸

.船 -

頭

[本 . 數 7

[S
シ0

2.5

[人
5

IS -代. 2.2

人 敷
タ
6
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夭
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會

計

0.1 0.8

0.2 0J
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張
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1.6
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床

2 

0.5 

2 

0,4 

■1 

0.3

；

何 船

買 元

2 1

0.2 0.5

2 1

0.2 0,7

一

I第24表] 第A  F  T 丸船中步合制（能の場合）

職階、\  
又は

航海番肆 昭和25年. 
第 1 航海

第 2 航海
f

t 職 4航海
昭和26年 

第1.ぜ2.第3
航海

合騎十

船 頭 (2.5 代）
■ m

10,575
圓

21,000
m  

' 6,000
m

19,096 (3 a  代)

機 關 (2.S 代） 9,729 19,320 6,520 16,018 (2,6 代）

見 張 (1.0 代:) 4,280 8,401 2,400, 9,240 0U5 代)

ffiin 線 ' (0.8 代） 3,884 6,720 1,920 3,696 (0*6 代).

位 計 (0.3 代) 1,269 2,620 720 . 1,848 (0.8 代)

火 床 (0.5 代） 2,115 , 4 , 2 0  ひ 1.200 3,696 (0.6 代）

元 (0.5 代） ' '  2 ,llo 4,200 1,200 3,080 (0.5 代）

若 衆 (1.5 代） 6,345 12,600 3,600 6,160 l a m )

天 ill'J 0 U 代） . 423 840 240 616 (0,1代）

斜 賈 ( iu  代） 423 840 240. 616 (0.1代）

と も (0.8 代) 1,269 2,520 ' 720 a,848 (o.m た:)

1  第25表1 職階又は‘職務と增步合
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の
ま
法
が
な
よ
者
え
ら
れ
广
擦
強
化
の
お
向
に
歡
ゅ
ぜ.£\れ

る
ど
い
う
仕
組
と
な
め
て： 

い
，る
の
：や

お

デ

そ

し

ま

た

、：'漁
業
め
技
術
水
準
り
；俾

こ

と

0
緒
果
と
し
す
：漁
德
勞
働
タ
K
紘能

」
：，

が
尊
重
さ
れ
ぃ

r

船
主
I

船

元」

經
’
營

の

機

稱
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由
學
嘉
誌
魯
十
六

’

银
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V
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‘ 

-

ン

.

、

一/

と
*

に
よ
つ
て
I

に
な
ろ
う
、
そ
-

す

4

ぱ
も
つ
，と
よ
い
牧
人
が
得
ら
れ
る」

と
い
う
幻
想
が
生
れ
る
。「

船
頭
制」

と
.

い
う
‘一
つ
の
職 

撒
制
を

r

ギ
ル
ド」

的
な
ら
し
.

め
、
身
分
的
S

關
係
を
擬
制
化
せ
し
め
る
所
以
.
-で
あ
る
。「

按
術」

及
び「

技
能」

を
も
つ
た「

機
f

. 

及
び
I

部」

の
可
成
り
の
i

代」

の
存
在
は
そ
の
觀
念
I

.

め
る
で
.

ま

う

。.
か
く
し
て
眞
の
漁
獲
®

商
品
の
I

生
I

律
と
そ

，，

 

I

I

連
と
の
對
立
敵
對
的
關
保
は「

技
能」

-

の
差
異
と
し
て
f

か
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
l

i

t

は
.

I
I

働
力
の
移
動
に
よ
つ
て
腐
れ
か
か
り
、I
s

階
級
の
階
級
意
識
は
次
第
に
高
ま
り
つ

2

る
。
.そ
こ
で

t

で
は
例
え
ば 

i

表
に
揚
げ
た
如
く
、同
じ
S

W

I

S

會
社
に
S

し
て
い
て
も
第
<?

丸
と
第
三

I

丸
と
で
I
I

制
が
興
つ

て
お
り
、
’

ボ

を

經

營
P

てi

異

ま

:

社
S

I

W

:

囊

、_
.

船

ま

び
^

意

®

は
"
：

ぉ

黑

述

ま
.

ま
ロ
制
^

^
 

:

s

的
增

'

步
合
拾
の
塞
準
を
赚W

し
t

e

o

、
：そ

れ

に

よ

4
"
^

贫

の

ま

く

規

定

さ

拔

ポ

：ぃ

タ

ぜ

パ

ニ
^

パ
ム
^
^
^

；

ン

？
ニ
船
頭
機
腐
ま
i

i

v

藻

I
I
I
I
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少
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後
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す
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.
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バ
卽
ち
漁
携
長
を
最
高
給
と
し
f
c職
階
賞
銀
制
檢
合
給
體
系
が
盤
w

ざ
れ
：る
$

と
と
：なp

た
め
ガ
あ
る
？
と
.の
こ
'と
は
例
ペ
ー
ぱ
第
八
P
 

:
T
;丸
館
漁
め
昭
和
E

ハ
舉
幕1:3,:

第
一4:

1
:

第11

®

海
合
算
計
の
營
ロ
の
如
く
、'
船M

が
勝
に
船
頭
の

r

滑
代」

，

.を
槽
大
す
.る
へ
第
況
ま 

一
に
ょ
れ
ば
！

と
な
ら
て
.，和
.
P
.、J
平
漁
夹
が
う
槽
代d::

は
全
X

潜

加

レ

で

♦
五
：代
か
ら 

J 

,
‘
0代
に
減
少
じて

..

い
&

.
ご
と
き
と
と
が
、
表
面
上
許
さ
れ
な
く
な
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
.
。
' こ
れ
が
漁
業
勞
働
蕃
階
級
の
：壓
ガ
に
よ
る 

こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
.。
そ
の
こ
と
は
ご
れ
が
船
主
含
社
のr

步
合
制
改lij」

の
一
.
環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
>よ
っ
て
明
'

で
あ
ろ
う
：
。
：
-
; 

，‘ぃ
パ
；
の
：ど
：5

忙
撒
業
t

 

け
る
資
本
；主
義
.

の
竊
共
黎
經
營

的
？
？

想による會理な臂銀制は：

I
-

應ム
^
^
^

體
系J

を
盤
傭
す
る
よ
う
に
な
り
っ
っ
‘

あ
る
と
は
へ
、
そ
こ
に
は
依

.

然
と
し
，て

r

後
れ
た
勞
働
關
係」

が
刺
用
さ
，れ

て

，お
：：，り
、
こ
の

主」

で
は
な
い
。
そ
れ
故
に

r

地
主
‘

，
小
作
.

」

關
係
が
、
こ
，の
後
れ
た
勞
働S

係
の
直
接
的
背
後
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
一
ら
ぱ
ご
‘ 

こ
に
お
け
る

f

後
れ
た
努
働
關
係」

の
极
據
.

は

何

處

に

求

め

ら

る

べ

ぎ

，で

も

ろ

う

か

。
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厂
ぉ
激
業
籍
營y

：:

書

#
る

囊

：た

潜

働

關

係

が

■
振

的
.處

：共H
體

的
-

■̂救
、n

息

て

お

る

；

&
:

え
：ね

が

振

：

P

歡M

あ
S

み〕

粮

搞-

專

た

ね

：ぶ
.

ま

る

、

-
r

豫

醫
■

が
か^

'意
味

で.，
取を前期的勞働侧

係
；.̂,

呼

§ボ
か

,
☆あ

ま

>̂
。；：：

ゼ

か

：ぱチな意味：で

-
&ら
ぱ

書

：

SJ

差
肩
の
共

^

;れ
る

1場
合
に
も
旣
に
封
建
制
を
通
過
し
た

'

r

身<

刀
的」

な
勞
働
關
係
を
い
う
の
，で
.あ
る
。

.と'こ
ろ
が
前
述
し

'た
如
く
、
‘
.
K
町
に
お
け
る
漁

.

1

1

1

:

ま

フ

っ

：：
，

(

大
1

)

1[
|1
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)

¥
,
1
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レす
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r
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.
i
j 
n
i
.
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y
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p
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i
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^
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i
.
K 

- : 

い
"

,
i 

f 

i
,
J
4
,
4
r
.
r'*■

"

—

H
-
-

，は 

u
;
’

* j

業
經
營
はr

対
建
的j

又

は「

半
對
铺
的」

な
地
、

1̂
-

に
よ
っ
て
營
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
K
町
激
業
に
お
け
る「

後
れ 

务
働
翦
ぽy.:

にi
s

银
な
、
い
身
分
的
幾
働
關
敏
化
擬i

あ
：-̂
:f;

おI

暴

は

S

ぱ

セ

：
ら

な

ぽ

、
郎
一
ち

^
"

如
く 

>

l

w

lは
、
K

村
1

部
落
岡
の
住
民
の
中
、5

い
詰
め
さ
達
に
よ
っ
て
®

に
お
い
て
、
明

篇

年

に

、
悲
器
に
出
發
し
た 

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
法
の
激
業
が
或
程
度
發
達
し
て
く
る
と
一
定
の「

资
本」

を
も
っ
た
人
々
も
漁
業
を
營
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で 

.お5<̂
。

务

"S'後
*
-
-
*
#

落
岡
か
一
ら
濱
へ
务
働
力
と
一
入
；W
込
':か
赞
來
を
^

岡
に
お
け
各
緣
號
、S

顧」

、ま
 

係

を「

っ
て」

.と
し
て
雇
傭
さ
れ
る
よ
.う
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
.
1

部
落
岡
に
お
け
るT

身
分
的」

關
係
が
.1

.部
落
律
の
漁
業
ポ
働
關
， 

ン
取
め
中
ゲ
制
的
に
わ
ち
ま
れ
：ま％
せ
知
か
。一
一
れ
；̂
ガ5

-
:

に
は
.骤
激
的
に
ザ
徒
な
*̂

、御
に
お
け
る
地
主
が
浪
^

「

地

主
.

小
作」

關
係
が
そ
の
ま
ま
漁
業
に
お
け
る
勞
働
關
係
に
も
ち
込
ま
れ
た
場
合
わ
あ
っ
た
で
.あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
ズ
も

、

こ
の 

よ
う
なr

身
分
的」

な
働
關
係
が
一
方
に
存
在
し
て
い
る
と
、
そ
れ
が
擬
制
さ
れ
る
の
.ガ
あ
る
。
こ
の
よ
J
に
K
町
漁
業
に
お
け
るr

前

- 

期
的」

. 勞
働
關
係
が
、ぺ
岡
に
お
け
を
. 「

身
分 
&
.
へ
關
银
.ね
擬
制
ホ
あ
っ
て
メ
ッ漁
業
そ
の
灰
の
に
ぱ
^

^

ぱ
、
漁
業
に
お
け
る
資
本
、王
義
の
發
達
に
っ
れ
、
そ
の
よ
う
なr

前
期
的」

勞
働
關
係
：ザ
先
.策

に

崩

壞

：
の
，
方

向

：
に

向

わ

ざ

る

を

得

な

い

と
 

と
ぱ
當
然
や
お
し
お
し
、：

K
W
,徽
業
あ
ま
银
め
發
黨
.段
隙
■

弗
い
ズ
ポ
：M
本
經
濟¥

お
け
译
チ

や
て
、
緣
故
、r

恩
顧」

關
係
を
媒
介
と
し
てr

ギ
分
的」

努
働
歉
係
が
ぽ
生
遗
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
の
お
う
な
意
味 

に
：お

い

て

紫

に

お

：

る̂
.資
本
，主
義§

發
養
め
：未
成
熟
は
、
：後
れ
た
察
嫩
關
係
を
維
掩
處
せ
じ
：め
る
よ
う
に
作
用

L
て
：
い
る
.
と

云

力

て 

い
、ぐ
で
あ
ろ
を

K
W漁
業
に
お
け
る

'大
型

船

經

營

め

：船
.元
は
、
-

こ
れ
を
意
識
的
に

.利
ま

.
や
い
る
。
.：大
型li=

經

能

船

，
に

お

：
い

て

「

身

•

'
.
; 

.

-

,ス

.
-■.
.
.
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.分
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.，勞

働

關

係

が

將

.一

に

濃

厚

あ

あ

る

 

§
:
の
：理
由
で
お
る
。
.：一. ；

ぐ
^
^ ̂

': 

ニ
わ
：̂
わ
れt

J
K

町
：激
業
に
お
け
るT

前
期
的J

、；

勞

霞

係

の1

據
を
か
上
の
如
X
に
理
解
す
タ
の
で
も
を
か
、：：
こ
の
よ
う
な
後
れ
た
勞

働
關
係
はT

船
，風
制
.

r

に
ょ
る
職
階
賞
銀
體
系
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
ょ
ぅ
な
も
の
'と
じ
てr

歩
合
制」

の
墓
盤
と
&
り
、「
船
主
I
船
元」

• 

/
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■

/
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經
營
め
.支
柱
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
.
資
本
主
義
の
發
達
，

ハ，に
.漁
業
に
お
け
る
.贊
銀
範
嘻
確
立
の
要
請=

漁
業
勞
働
者
階 

級
の
壓
力
に
對
應
し.

P

の
船
元
かT

獨
.立
化」

=
「

船
主
I

輕
兀」

..
經
營
：か
：

i

奪i
r

/
資
本
と
祭
働
：と
め
：對
立
關
係
を
：明
ら
か
一
に
し
、
兩
替 

の
對
決
を
必
然
的
に
意
起
す
>̂5
で
あ
ろ
お
。
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び
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規
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ふ
k
海
で
水
揚
さ
れ
る
漁
獲
物
は
っ
泡
業
協
同
組
合
め
經
營
す
：̂
共
同
脈
賣
斯
I

魚

市

場

，に

お

い

：
て
：
栽

賣

り

に

俯

せ

ら

：

^
る
。漁
業
協
同
. 

,組
合
は
.こ
：.こ
で
は
.賣
贾
キ
數
於
を
と
る
@
賣

商

の

，機

能

蓋

，し

：
て

お

.ヶ

、

，
生

産

者

ほ

市

場

ロ

錢

と

し

乂

取

；

^
;
の̂
3
分
を
漁
脇
に
納
め
な
；
 

,
£れ
ぱ
な
ら
ぬ
い
。
激
商
は
實
取
代
金
め
決
濟
に
關
し
で
組
合
ょ
；

CS

最
大
限1:

ま

日

間

の

信

⑥

一
；

^
與

ぇ

ら.れ
>
T
.
Q
日

：目

に

購

入

金

網

の

半
 

日
自
に
ほ
殘
‘り

牛
額
を
納
入
す
か
ぱ
ょ
い
こ
ど
に
な
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[ 第 2 8 表 】 賈 イ ホ 高 別 ： 商 階 層 分 布

區 分 魚iis數 賀 付 寧 （％) 1 件 當 り .
贾 付 高

JL,000萬圖以上 2
圓

22,274,629,12 ( 9.2)
■ m

11,137,314.66

' 500萬 圓 ク , 1,000寓圓末滿 11 80,493,758.74 (33.2) 7,317；614.43

100萬 圓  ̂ ， .500萬圓ダ 46 114,850,052.12 (47.2) 2,498,-740.g6

50萬圓ク ’ 100萬圓グ 20 , 15,236,501.40 ( 6；3) 761,825.07

10萬(§1ク 50萬 圓 リ 85 9,639,436.91 C 3.9) 275,412.48

- 5萬!^ク 、X0萬圓ク ' 5 310,697.70 C 0.1) 62,139.04

'mm ’ ク V さ萬圓グ 12 306,123.55 C 0.1)  ̂ 25,510.30

1蔣圓朱滿

-'， • • _ 
, ■- '

4 17,231.75 ( 0.0) 4,307.94

■■■，■■.園. ；；：■：；'■ 135 243,128/131,29 (100)
■■ ' ■ -... ..，i .

1,800,951.34

ビ 以 i n ま の 數 字 は K ：町 漁 業 協 [ f O組 合 市 場 部 資 料 及 び 腾 き 取 i に よ る  

第 2 6 表 の 比 率 は 第 6 参 の 數 字 か ら 算 し た 。 ，

【第26表1 漁市場极主耍

漁 獲 物 漁 獲 高 雄 率 '

(：昭和27-ギa•月ん12月）

魚 糖 數 . 带 金 額

% %
•5 ぱ 6 4 . 2 5 0 . 7

ま . く ' ' る 1 2 . 9 1 6 . 9

( 內 と ん ぼ ） ( 1 2 .8 ) ( 1 4 .8 )

: ぁ じ 8 . 3 5 . 4

か つ を ' 8 . 2 1 1 . 0

そ 9 他
1 6 . 4 1 6 . 9

，合 . 計 .' 1 0 0 . 0 , 0 0 . 0

【第 2 7 鼓 1 ：C O J l  了 場 お 付 焦 商 數 及 び  

■ 資 # 高 地 城 別 內 譯
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K P4 J - . ：； 4 0

■ m
1 1 7 .2 1̂ 5 ,3 1 0 . 0 0

Y
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" 9 5 , 1 2 5 .8 8 3 ,1 2 1 . 2 9

合 計 1 3 5 2 4 3 .1 2 8 ,4 8 1 . 2 9
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【第21)表;！魚商の加工業娥營狀況（KW在住めもの3

注兼營狀況不明のもの1名を除く

[第30表】 、

主要;((\種流通形態別買时高（K町在住のもの）

流 通 形 態 ' 買 代 高 比 m
鮮 ' '魚 

加工(塵さぱ). 
. 計 '

28,844,643.68
64,450,972.58
83,295,616.26

33,8
66.2

100.0

鮮 、 魚 

加 ェ (生利） 

. 計 .

8,495,427,74
11,310.286.50
19,805,714.24

42.1
57,9

100,0

鮮 ■ A 2,99 ボ701,50
1 17.0

5.0
78.0

U

加’ ェ(生利） 
U ご除凍、\mm)

3,588.512.56 
1,794,256.18 

30,502,3ね,81

計， -38,88も827.05 100.0
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い て Y 市 漁 業 協 同 組 合 の 資 料 を 利 用 し た 。
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加工業を全然兼營しないもの ：■ > / . ：.',2'- 1 0 , 6 6 5 , 0 5 2 . 6 1

グ 5 0 % 未滿翁.營するもの - J . : ' ' 'て.4 . 2 2 , 5 9 4 . 1 5 7 . 0 3

な 6 0 - ^ 1 0 0 ^  ク : V - : : 8 3 0 , 1 3 8 , 8 0 3 . 7 8

グ の み の も の , , 2 5 5 3 , 8 5 7 , 2 9 6 . 5 8

合 計 8 9 1 1 7 , 2 4 5 .3 : 1 0 . 0 0
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t 第 3 2 表 : ] ギ間水楊總[額の " M 値i l 成
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2 , 7 7 8 , 4 0 0 . 0 0

7. 3 . 5 0 0 , 8 9 8 , 2 5 2 , 0 0 0 . 0 0 8 , 7 5 2 , 8 9 8 . 0 0 も 5 6 1 , 2 2 1 , 4 4 4 , 2 8 7 , 6 9 0 . 8 0

■ ■ V , 2 , 4 5 7 , 5 0 9 ■ 9 2 7 , 5 7 5 . 8 2 3 , 4 3 0 . 0 8 4 . 8 2 6 , 3 4 1 , 9 7 0 , 2 0 4 ,6 6 2 * 6 5 1 .0 4
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1 3 , 6 6 4 , « 5 9 , 3 4 1 5 . 5 2 3 , 4 8 4 . 8 4 1 3 , 4 9 6 , 0 6 3 . 5 5

注 ：I. G …不變資本（f …固定部分， Z …浦動部分） ，

V …可變資本，m …剰餘慣fiS .
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I：第33表】 漁船建造我の變遷（トン當り

年 . 次 鋼船（ディーゼル） 木船（デイ- ^ せル）

昭和1 0 平
■ ： :，v 'レゾ.ブゾハ: . m

..:义ドヴ .ヴ. ，:ゾ.，::•な0 . .ン
m

‘ 5 0 0

1 4 .:....,ン;S .ぐ:，.:..ら :レ::， ザ :V 1 , 0 8 0

1 8 2 , 8 0 0 ' 2 , 3 0 0

2 0 * . 6 , 4 0 0 ■ 5 , 6 0 0

2 1 2 0 . 0 0 0 - -  5 0 , 0 0 0 1 7 , 0 0 0 〜ゆ ,0 0 0

2 2 3 0 , 0 0 0 〜1 0 0 , 0 0 0 2 5 , 0 0 0 ~  5 0 , 0 0 0

2 3 5 0 , 0 0 0 〜2 1 0 , 0 0 0 れ 0 0 6 〜 9 0 , 0 0 0

2 4 1 2 0 , 0 0 0 〜2 5 0 , 0 0 0 8 0 , 0 0 0 ^ - 1 1 0 , 0 0 0

2 5 1 8 0 , 0 0 0 〜3 0 0 , 0 0 0 1 1 0 , 0 0 0 へ4 2 0 , 0 0 0

2 6 m o o o 〜部0,000 . 1 1 0 , 0 0 0 - ^ 1 2 5 , 0 0 0

27 3 0 0 , 0 0 0 〜5 0 0 , 0 0 0 . 1 1 0 , 0 0 0 ^ 1 3 0 , 0 0 0

柱 r ホ座業の現況j  7 3 頁. ( 漁船課資料*)
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[第34表；]激業用資村物指數表
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I第 表] 漁業協組合のH愤狀況

A  i H 組 合 旦 ，’

( f旧2 7 .  8 .  3 1 日现在）

總 數

出数ロ數 5 ロ朱滿
6ロ〜

10 P
；U  ロ〜 

80 ロ
81ロ〜 

60 ロ

6

5 0ロ〜 ‘..
100 ロ

\ ；：：''；27：；

1 0 0 P以上 4209

組合貝數 801 13.

‘/.... ‘ 園':
：■：' ；''V'6- 1 852

組合貝數持 桃 數 持檢數多 
824名 2,299株 ♦  96.7% 56.6^^

S | 特 株 數 ま ま ン U

W 1—< -. ... .，...‘ ---------- ----

[第 表 】 贈元の'漁業協同組合採り所有狀況（昭2 7 .  8 ,  3 1 現在:)
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C

き

た

め

‘

て組合：役

*

き
寧
が
行

^

.

■

づ
、
たm

l
飾
、.
.及
び
地
主.
.，S

藤造業を營氣ま

.元

.と
な
ウ
ぢ
の
で
あ
る
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八
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中
船
元
名
、：翁
り
：一

"

s

f
驚
め
賞
で
ぁ
き
へ
第
即
表
參
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業
組
合
な
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ま
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資
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合
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客
た 

.

.来
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採
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所
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#
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^

^
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一
 
3
嘴
从
上
脈
有
薪
中
に
も
漁
業
#

^
膨
五
◎
株

.
以

上

所

有

义

ズ

い
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た

濃

資

^
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廣
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み
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あ
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つ
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あ
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漁‘

P
.

厲

同

組.；.合
.

め

嫌

セ

，
；

.1/

挣五
.；

.
:い

て

首

採

：从

.

の
；所.有

か

：禁

止

，

.

，さ
、
あ
.

T

居
.

ル
.

、
，
.

船
.

元
；
は
'
.そ'
.
!こ
.

で
--n

n

己
.
.，名

儀..の
一
み
で
.'.は
な 

へ‘
：V
:

親

屬：，
T

旧

戚

關

保

讚
.

の

名

儀

，を

.

林

て'
實

廣

的

ね

：化
教
ー
ギ
の

:X

細
代
齋
の
'
胜
格
。
,渡
黑
篇
同
組
ム
0
:
に
は
、
一"總
會
に
代
！̂
:

せ
！！

事

め

：審

議

、
：

， 1̂

譲

、
；
；
.決

；
一
を
行
.
ひ

得

る

總

代

"會

を

設

：

置
す
る
事
が
出
來
總 

レ
代
は
：總

<
|
E

セ
；選
；^

さ
れ
る
の
あ
あ
る
：が
、：
K

W

で
は
、
；：實

摩

に

！

5、：：̂

あ

A

の
規
參；̂

:

組
合
法
.

^

定
め
_
お
-

^

お
ン「

激
業
を
營
み
文i

f
:

こ
れ
に
挺
事
す
：る
日
嫩
が
ニ
.
；：̂
お

殖

，じ

す

三

十

R

.

か
ら
九
十r

c.

ま
で
の
旧
で 

款
で
定：

め
る
；日
數
を
こ
え
る
漁
民
.
と
す
る」

ぅ
ち
の
最
低
ニ
&

日.
A
J
:

☆

ル
：出
；
幾
る
賊
り
廣
.
範
圍
多
數
の
.
'漁
業
從
事
#
を
將
羅
し
ょ
ぅ
と 

U

た

：に

も

桐

ら

ザ

總

會

に

代

つ

：，

.て
權
暇
を
與
え
ら
ね
：☆

總
.
代
會
，を
九
®

ひ
名
の
.
多
數
組
合
員
を
擁
し
な
が
ら
も
^

，制
眼
し
お
：の
セ
あ
る
0 

"

ご
：
.

.

レ
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.

ブ

:
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.

ハ
.

つ

‘

.，(

桂)

-「

總
4
の̂

定

敷

は

、

，組

合

：貴

：の
：西

分

な

け

れ

ば

.：
な
：
ら'な
い
？
但
：し
、
組
：合

EEC

の
，縛
数
が
ニ
百
人
を
と
え
る
祖
合
'に
あ
う
て
は
五
十
人

,
 

v

:

\

"以
上
で
あ
れ
ば
.

ょ
い
。」
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五4
S
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:ぐ
、
"
：
：

V

 

‘

て
广
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'

此
一‘
の
五0

#

中
船
元
：六
名
、
奮
r

現
遠
洋
沖
合
意
業
勞
働
氣：

f

五
名
.

〈

そ
の
：中
.
、
船
頭
、
機
闕
長
計
六
プ

:

事
乾

1

一
名
、A
不
明
四 

沿
岸
漁
業
從
事
教
中
に
き

#
漁
業
勞
：働
#

に
.！

て
.現
在
.沿

岸

：■

業

に
從J

f

す

る

者

が

錯

綜

し

て

：；，

る

の

で

あ 

り
、
總
代

.會
の
主
體
を
形
成
す
ぷ
歡
は
現
漁
業
夢
働
者
及
び
富
漁
業
勞
働
者
で
あ
る
。
總
代
會
は
.荒
酷
な
漁
業
勞
働
の
、從
事
者
が
沖
合
漁 

.業
に
お
い
て
は
選
日

め

出

撒、
.遠
洋
漁
業
に
お
い
て
はi

.
l

十
日
か
.ら
.四
十
：：！̂
に̂
 ̂

.

.總
組
合
員
が
集
ま
：

こ
.
と
は
困
難
で
あ
/ 

，
る
爲
に
誤
け
ら
れ
た
のI

で
、
.；レ

J

と
に
：.
奮
漁
業
勞
働
者
が
總
代

#
め
メ
ン
：バ：：1
に
送

.

CN ；

こ
ま
れ
て
く
る0

總
代
會
の
主
體
を
^
^
す
る
漁
業 

务
船
教

,

ぉ
に
奮
法
業
勞
傭
者
ほ

、
'
.

P

前
期的

.！

勞
侧
關
保
、：.
後
れ
：た
意
識
に
依
り
船
元
の
：支
：配
.
下
、
.船
元
の
；意

志

の

ま

ま
に
左

右

さ

れ

る
', 

の
で
あ
る
？
.而
も
、
多
數
組
合
員
を
組
合
內
に，網

羅

し

な

が

ら
機
代
を
五
0
名
に
：定
め
る
事
に.依
り
、
.組
.合
上
部
’せ
員ti、

fl

代

會

を1

f

己
の
支.
配

下

に

盧

ぐ

可

能

：性

を

得

た

の

で

.
あ
る
。

V

パ
：
，
' 

'.. 

:
:
:

V

:

.

'

: 

, 

■

-

:

£

:

池
業
協
同
組
合
は
ヶ
そ
の
機
構
を
通
じ
^

-

^

元
が
實
權
を
握
り
な
が
ら
も
、
：協
同
紙
合
生
義
に
基
^
^
.い
て
、
；
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漁
業
協
同
紙
合
と
沿
岸
漁
業
ご
ス
^
^
^
^
^
^

.

.
，漁
業
制
度
養
は
、
激
業
生
赛
め
發
展
、

：
.：

漁
業
の
！̂
主

漁

凝

の

漁

民

チ

の

，解

放

：

^

®

傅
と
し
て
、：
漁
業
生
産
に
關
す
る
基
本
的 

制
度
、
卽
ち
、
ま
場
の
利
用
方
式
變
革
の
爲
旣
存
漁
業
瓶
を
消
減
さ
せ
、
新
ら
：た
に
'
漁

業

權

：の
一
免
許
を
行
っ
た
。
.新

ら

た

に

免

許

を

受

け
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た
漁
業
權
の
所
有
と
.經
養
の
分
離
禁
ま
、
：#

貸
料
の
挑
除
及
び
.

：

： 1
:

郁
漁
業
權
を
孩
人
：に
も
免
許
す
事
は
.
、
.

沿
岸
漁
業
へ
の
資
本
の
自
由
. 

か
'
流
入
を
可
能
が
ら
.

め
、；：：；！

局
：は

海

岸

：漁

業

資

本

家

の

利

霖

を

代

辯

す

る

結

果

と

な

っ

た

め

.
で
あ
る
.
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ガ
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先
水
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利
用
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激

業

權

、
，
特

別

漁

業

權

並

び

に

，定

置

：漁

業

權

の

.
1

部

：を

整

理

：

1

括
U

大
き
く
共
同
漁
業
權
と
な
.3

組

合

有

：と

決

定

し

た

.
の

で

あ

る

。
，
定

置

' 

及
び
厥
劃
漁
業
機
ほ
、
/r

應
組
合
赛
許
を
優
先A

J

は
：す

る

ふ

：の
：の

桐

人

：

へ
： #

免

許

も

行

っ

：
：た
の
：ザ
：あ

る

。
.
會

ま
業
,

漁
業
組
合
；^

實
货
料
：を
：取
得
し
：て
い
お
も
の
が
、
：
を
を
れ
み
傳
ら
み
が̂
.

^

な
を
事
：に
謝
じ
ー
i

g

置
網
或
は
區
晝
激
業
の
組
合
i

^

I

營
化
；

:

に
よ
る
モ
の
取
得
.
及

が

漁

民

に

依

，る

漁

場

管

理

め

徹

族

を

：

>

納

待

し

て

；

i

变

め

が

却

沿

：肯
漁
業
資
襄
利
；®

の
保
譜
と
な
り
、：.
組
合
.：
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ほ
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新
漁
業
構
で
は
.定
置
V
,區
熏
*
共

同

：
の.

I

一

1.

漁
業
機
に
分
，ぁ

.從
來
漁
具
を.r

定
水
中
.'に.圓
究
す
る
事
.に
偉
V
、
：他
者
の
そ
の
水li

利
用
を
緋 

除
す
る
漁
業
は
す
べ
て
定
置
漁
業
機
を
有
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
改
ギ
に
.依
り
、
と
の
ぅ
ち
水
深
一
五
米
以
上
、の
も
の
定
と
す
る
。
區 

漁
業
協
同
組
合
の
分
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[貫奴
漁独高

、金額

昭 和 2 0 #

- ■  • ■ ' . . ，:.

/ '  2 r  > V  2 2 『
.

\  ? 3 グ
• * ■

'ひ . 2 4  /
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2 , 0 0 0 2 , 0 0 0

* '

2 , 0 0 0

■ ■ . . . . . . 、.

2 , 0 0 0 1 , 5 0 0

2 6 7 , ? 0 3 4 5 8 , 9 7 8 1 , 9 2 0 , 4 2 3 3 , 2 5 4 , 4 9 4
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8 , 5 0 0 6 , 5 0 0 1 6 . 4 0 0 8 , 5 0 0 2 0 , 5 0 0

2 5 2 , 8 0 0 4 6 9 , 3 0 0 2 , 9 3 2 . 0 0 0 1 6 4 2 , 0 0 0 4 , 1 8 0 . 0 0 0
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0
,
.昭
和11.

四
年
迄
の
貧
贷
料
水
廣
高
1は
表
の
如
ぐ
.で
る
。
：昭和

一j

ヤn
.

年
ま
で
定
置
は
大
き
な
利
盤
を

-
.
1 

■ 

■ 

• • „ 
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- 

. 
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•
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-

あ
.げ
；て
ゐ
な
い
が
、：

昭
和11

十
二
年
迄
の
資
資
料
が
.

1

5

0

0圓
で
あ
づ
.，た
事
は
"
.組
，合
の
收
入
源
と
し
て

'の
低
い
位
置
を
、I

層
明
白
に
ず
も
も
，の
：
で
あ
.

る
..

と
同
時
：に
、'此
の
.定
置
！の
そ
れ
；
ま
で
の
生
.庫
性
の
低
さ
を
‘
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町
に
於
け
.る
‘

沖
合
及
び
遠
洋
漁
業
の
發
膨
‘
は
漁
民
分
解
を
事
實
上
促
進
し
、
沿
岸
漁
業
は
組 

I

合
上
部
役
員
の
變
遷
：に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
. 

町
：漁
業
に
於
け
る
ま
位
を
俾
め
、.
，
沖

合

'
,
遠

洋

漁

業
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水
揚
高
と
沿
岸
漁
業
め
町
に
於
：け
る
水
揚
高
脚
び
水
揚
金
額
の
比
を
見
て
4

兩
荐
と
も
ニ
一
割
に
： 

I
.
:

滿
た
ず
-
、
，.特
に
定
置
漁
業
は
を

I
f
?

分
に
も
足
ら
ぐ
.
お
岸
報
業
は
、
船
元
利
益
衝
隶
の
場
と
し
て

:

て
の
關
6

の
.對
象
と
は
最
早
な
っ
て
ほ
い
な
い
.の
で
ぁ
る
.
而
し
沿
.岸
漁
民
の
性
格
を
檢
討
す
る
と
、
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業
勞
働
者
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^
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依
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小
釣
漁
業
は
沿
岸(

一
&
;
|
!

思
牛)

に
て
五
T
未
滿
の
ル
舟
に
て一

木
斜
を
行
ふ
。
主
と
し
て
無 

パ；，；

，ッ
.
；
動
ガ
舟
が
多
.い
>
:魚
^
:ぱ
い
；；鍾
>
,
嫩

館

樂

高

紘

魚

で

ぁ

：る
ユ
：
ル
釣
、；に
傲
る
蓄
精
：

か
ら
：；！
：

合

遠

洋

漁

へ

；
の 

て
：
，r

ゾ
ニ
發
展
一
を
意
闕
す
る
：者
は

.現
存
で
は
な
ぐ
、/文
現
在
き
は
：、.撒
價
.，
漁
具
：の
氣
勝/
魚
價
資
の
爲
、
不
可
能
り

，.、
デ
ぐ
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ド

‘
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業

み
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"
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萬
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だ
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K

漁
業
協
同
組
合4

假
液
し
致
し
度
き
旨
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.

を
計
り
、
全
員
' 

の
賛
成
を
得
た
の
や
あ
っ
た
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.
.定
置
網
組
合
自
營
化
は
漁
業
權
證
券
資
金
化
に
.疼
っ
て
襄
附
け
ら
れ
>

,

真
に
K

漁
業
協
同
組
合
は
政
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の
激
業
輕
ケ
政
策
通
り
に
遂
行
す
る
よ
な
ウ
.
た
の
.
せ
あ
を
。
漁
業
權
誰
象
の
.
資

金

化

：に
依
.
りt

四
七
萬
圓
を
以
て
網
を
購
入
し
、
漁 

協
資
産
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に
辕
A

れ
.
措
資s

'
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败

取

り

、：：此
れ
に
よ
り
船
：元
は
自
a

が
まS

す
る
事
館
く
レ
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組
合
を
通
じ
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沿
岸
漁
民
め
自
己
の
爲
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す
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事
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日
本
漁
業9
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に
黄
沢
に
、小
商
品
生
.

庫
者
が
存
續
し
て
ダ

る
時
に
は
、流
通
費
.

用
の
節
約
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没.落
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斯
く
し
，ズ
，
合
ほ
定
置
.

I
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を
開
猜
し
た
が
X

資

i

满

業

摩

働

者

風

は

、：.
紙
☆

內
；わ
誤
置
さ
れ
.
た
定
置
運
營
委
員
會
に
‘
於
い
て
栽
 ̂

否
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決

定

す

：
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蓮

營

委

賈
會
は
組
合
長
が
类
貴

長

を

兼
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；

I
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名
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常
住
遺
は
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事

監
事
お
り
任
命
さ
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る
め
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あ
り
ゥ

定
置
漁 

-

象
發
働
翁
の
運
命
は
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部
組
合
從
貴
：仏
系
ホ
に
あ
る
。ヮ

塾

暴

極

は

破

等
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採

用
■

間
を
一
漁
期
獨
卽
ち
五
月
よH

一'
.一
月
一
杯
と
. 

定
め
、
漁
期終

！ "
-

後
又
新
レ
た
に
辕
は
‘
れ

を

爲

に

，ほ

紙

合
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'
中
し
込
ま
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ず
不
安
定
な
狀
態
に
彼
等
を
お
い
^

對
す
る
從
愿
を
强
化
す
る
緒
银
を
生
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
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彼
等
に
勞
働
力
を
給
す
る
塞
盤
や
.

^

:

沿
岸
漁
.民
潔
落
の
隅
止
、
彼
等
ね
維
持
存
續
の
爲
に
彼
等
を
組
合
自
營
定
置
に
鹿
い
入
れ
る
'
事
. 

.'に
あ
っ
て
失
業
救
辦
，，救
食
ゆ
社
含
歡
的
役
割
を
.
要
ず
事
み
，現
れ
，

定
置
專
業
勞
働
者
が
务
い
事
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
：る
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に

日
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百

圓

を

ま

敵

し

、
：；蓉

他

>
 

,割
增
を
與
え
で
歡
等
め
再
生
塵
を
可
能
な
ら
シ
め
、
組
合
の
定
置
自
營
化
ゆ
、
沿
岸
漁
民
の
保 

譲
と
し
て
は 
>

.
そ
の
傲
勘
を
與
文
る
範
國
が
小
な
ひ
と
は
云
え
船
元
に
と
つ
て
は
成
功
を
見
た
の
で
あ
る
。
：
-
^
ヴ
ン
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ロ
は
、
：小
釣
漁
業
に
對
レ
て
ル
共
同
漁
業
權
組
合
有
に
伴
っ
て
本
年
に
到
り
漁
業
權
管
理
委
貫
會
を
沿
岸
漁
業
の
保
護
.
激
業
權 

管
理
調
盤
の
爲
設
置
し
た
。
b

れ
は
沿
岸
激
業
を
沿
岸
漁
民
の
乎
で
管
理
さ
せ
生
産
力
の
向
上
を
評
ら
か
と
す
る
組
合
を
通
じ
て
の
沿
岸

.
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撒
業
對
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環
と
も
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れ
る
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で
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つ
て
、
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れ
に
依
り
先
ず
共
同
服
業
權
內
に
：築
破
：三
筒
所§

構
築
を
計
輩
し
だ
。
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選
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沿
岸
漁
業
.の
’沿
岸
漁
民
に
よ
る
營
理
を
目
败
と
せ
る
營
理
委
員
愈
は
、
：：沿
岸
漁
業
代
表
の

比
！
！！

を
重
く
し
た
も
の
の
、
沖
合
遠
洋
漁
業
，經
營
者
、

又
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從
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を
加
へ
、
特
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現
在
の
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貫
は
、
轉

'
.輕
船
船iR

で
あ
り
、
沿
岸
漁
薄
も
船
元
は
手
放
し
に
は
し
な
い
。
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银
機
構
築
の
陰
に
は
定
置
.綱
保
護
の
理
由
が
あ
る
。
郎
ち
近
年
樓
海
老
漁
場
が
3
服P
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V
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’近
よ
：

市

.
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町
沿
岸
に
移
動
し
て 

ゾ
來
た
揉
、

.樓
海
老
獨
取
の
爲
の
海
老
，船
が
共
同
漁
業
權
內
に
.迄
侵
入
し
、.
定
置
網
を
破
損
し
、.
又
其
の
漁
期
が
十
月
：

I

日
よ
り
、
五
月T

坏
で
あ
り
、
 

，
太
力
魚
の
漁
期
に
合
数
し
、
：海
老
綱
を
ひ
く
事
に
依
リ
漁
場
を
荒
ら
し
、
と
の
爲
消
岸
漁
民
の
漁
獲
は
減
少
し
、
生
清
に
對
.す
る
大
き
な
恐
怖
を
與
へ
.

X

る
に
致
る
爲
、
維
機
構
築
に
，，よ
り
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禦
せ
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重
の
意
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有
す
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◊
築
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と
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來
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賤
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め
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せ
る
の
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す
る
。

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

; 

■ 

■ 

, 

• 

■ ■ 

. 

' -. 

-

-

,.

大

正

，
一
五
年
水
.
産
棺
殖
獎
勵
規
則
.
に
依
り
、.
藤
の
補
助
の
下
に
、
：沿
岸
激
業
生
遮
力
向
上
を
目
的
と
し
て
築
碟
構
築
が
漁
業
組
合
に
割 

り
當
て
ら
れ
た
f

漁
業
組
合
は
と
が
に
對
し
遠
洋
沖
合
漁
業
の
將
に
纖
展
せ
ん
と
す
る
時
で
あ
り
、
®

.

て
船
元
の
保
護
.
沖
合
漁
業
の
發 

展
の
爲
に
船
元
の
要
求
を
入
れ
、
.
築
i

築

に

：依

る

敝

出

入

：へ

y

の
妨
害
、：

沿
岸
漁
業
生
産
力
向
上
に
依
る
漁
業
勞
働
者
獲
保
の
困
難
性
の

.

.

. 

- 

,
- 

•

•

•

•■- 

- 

- 

V
. 

 ̂

■ 

.

.

.
 

• 

■

ニ
點
か
ら
.
築
碟
稱
築
は
以
上
一
一
點
に
抵
，觸

：

'
せ
ざ
る
形
式
：

g

構
築
を
爲
た
に
.
反
し
、
；
現
在
漁
協
の
沿
岸
漁
業
樹
策
は
漁
協
の
：性
格
の
一
端

を
示
す
も
の
‘

に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
？
沿
岸
海
民
の
腊
元
支
配
は
組
合
を
通
じ
て
恩
惠
と
慈
し
み
の
面
を
♦

ぶ

0

て
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ

, 

■ 

. • 

.

る
。
. 

.

..

‘
:

-
一
ン

-.
* 

.

.
'
. 

. 

- 

、
 

. 

. 
■

漁
業
協
伺
組
合

分
析

T
o九

.
(

六
<
五)

i

< I
. I
ぇ'1

t

 

,
r 

.
4
, 

"
r
,

 

V

L

し

\
V



I

j

1

雷

學

會

嫩

難

；ン
第
弾

i

〈

卷

，禁

八

號、

.

0

へ 、

"vV

レ

4
f
1

 

ま€

> 

€
$
M

. 

' 

一，.-
:ふ-
: 

> 

ご
'
-
.
.
.
'
-
-
-
.
.
?
:
-
-
：
一

 

..-.V 

, 

.

ソ

マ

丄

.
一

 

-ベ.‘-
V
-

.

.ン
ベ..
.
：
-
-
.
:
' 

.
V 

.

.

ベ.
,

>

-

;

-

■

 

^

 

A

 

■

■

 

r

 

‘
 

.

:

漁
業
協
司
姐
合
は
、
其
め
地
肩
有
力
漁
業
關
係
蕃
を
し
て
、：
機
構
を
通
じ
て
主
體
た
ら
U

め
：る
0

.
一
 

方
.
地
區
.
有
力
漁
業
關
係
者
ゆ
、
組
：

合
の
機
能
を
通
じ
、.自
己
の
刺
猛
を
縦
保
し
、
义
ぞ
の
機
能
を
自
己
に.有
：利

に.蓮
.營
す
る
？
K
漁
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協
同
紙
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お
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如
何
に
揮
醫
さ
れ
て
い
る
，か
を
具.體
的
に
檢
る
事
に
依
か
主
體
の
あ
り
方
：が.

1:

層
明
確
に
な
.る
？
漁
業
協
同
組
合
は
一
一
つ
；の
機
能
を
有
す 

を

。
‘姐
合

.は
本
來
營
利
法
人
，で
は
な
く
し.て
、
.

n

組
合
は
、.モ
の
.行
う
事
業
：に
ょ
つ
て
、.そ
の
組
合
員
叉
ほ
會
員
；の
た
め
に
直
接
の
奉
仕
を 

す
る
こ
と
をlEE

的
と
れ
る」

(

水
産
漁
業
協
同
組
合
法
四
條

〕
：

爲
，に
事
業
を
行
5
の
：で
あ
，り
、

購
買
販
賣
信
用
の.流
通
過
程
に
お
.け
る
社
會
總 

資
本
め
，流
通
費
H
の
.節
減
と
い
う
機
能
.を
有
す
る1
方
、
；共
同
漁
業
.權
の
！̂
有
管
敏
；と
い
う
機
能
を
も
亦
有
ず
る"特
に

K
漁
業
協
同
組 

，
合

は

、
：
定

置

綱

歡

合

自

營

に

依

，
り

、

組

.合
は
生
産
主
體
經
營
着
と
な
り
こ
こ
：
.に
.剩
餘
價
値
の
生
産
が
組
合
に
お
い
ズ
開#
さ
れ
た
。
曾
て 

の
漁
業
權
賞
貸
料
取
得
者
が
剩
餘
價
値
及
び
超
過
剩
餘
值
値
の
'取
得
者
と
な
つ
た
の
で
あ
る。

：

.

昭
和
一
.

ー
ゼ
年
、
-
.
.組

合

自

誉

に

依

つ

.：て

生

じ

た

赚

餘

金

ほ

五
0
H

、
0
r

四
圓
で
、
そ
れ
は
本
會
計
に
繰
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
，。
漁
業 

"

協
同
組<

0

は
營
利
法
人
で
は
な
い
が
、
，
行
わ
れ
る
#

業
：に
檢
ヶ
剩
餘
金
が
生
ず
る
こ
と
は
當
然
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、%

に
、
軍
に
流
通 

過
程
に
お
い
て
生
じ
た
®

餘
金
は
、
組
合
利
用
者
に
.對
す
る
艇i

l

取
立
.

て
分
と
じ
て
の
み
生
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
，剩
餘
金
は
、
出
資 

に
對
す
る
配
當
と
し
て
出
資
者
に
無
制
眠
に
配
當
す
么
事
は
出
：乘
ず
、r

剩
餘
金
の
配
當
は
"

定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
.
に
ょ
り
、
出
資
組
合 

に
あ
つ
•

て
は
、
年
五
分
：を
こ
え
な
い
範
圓
內
に
お
.

い
て
、
桃

i

込
ん
だ
出
資
額
に
應
じ
て
こ
れ
を
し
、
'
.な
お
剰
餘
が
知
る
と
き
は
組
合
事

, 
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業
利
用
者
に
そ
の
事
業
の
利
用
分
貴
の
割
合
に
與
じ
て
、.
R

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

へ
五
六
條)

ま

蠻
に
依
る
剩
餘
金
は
、
：剩
餘
價
値
で
あ0

て
、そ
れ
が
本
詹
；&

に
緣
入
れ
ら
れ
る
.事
に
依
.

"

流
通
■

程
ょ
り
生
じ
た
剩
餘
金
と
合
體
さ
れ
、
 

普
通
配
當
或
い
は
刹
用
査
^

i
、
：

又
は
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協
事
業
施
設
整
傭
の
爲
に
俾
用
さ
れる

。：； .

ホ
の
額
？̂
少
.な
り
と
精
い
ぇ
ポ
置
網
組
合
自
營
と 

.

い
ぅ
：
撒
民
的
觀
念
を
植
え
つ
け
な
が
ら
も
、生
産
さ
れ
，た
剩
餘
價
値
は
か
漁
民
の
利
益
め
爲
に
.使
：用
さ
れ
る
の
や
は
.

な
く
し
て
.ぱ
協
を

f

f

す
る
翁
.

元
に
と
つ
.て
を
痛
め
ざ
る
i

に
化
す
る
.の
矛
盾
f

ち
、
と
^
^
^
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六
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業
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分量
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す

I

當
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：
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i
そ
の
他
事
業
の
ま
思
を
參 

:
:

，
酌

し

て

，
、
#F

者
の
取
黎
分
量
に
應
じ
.：て
こ
.れ
を

；
す

，
ろ

0.1

.組
同
組
合
の
流
通
撒
程
に
於
，け
る
機
能
の
利
用
に
の
み
配
當
が
行
は
れ
，、
組
合
自
營
化
'に 

,
-
依CV

て
生
庫
も
化
た
剩
條
精
値
が
如
何
：に

配

營

一

る
.べ
き
.か
は
ハI

組
合
法
及
か
足
款
に
於
い
'て
は
何
ら
想
'定
さ
れ
す
る
と
こ
る
で
‘あ
り
、
S
營
化
を
押
‘ 

'ン

し

進

め

；>

と
，：
レ
た
漁
策i

廣
改
革
：の
眼
界
、
組

合

法

ル

傭

•
满
通

•生M

の
雨
機
能
を
懷
同
組
合
が
現
下
.に
於
い
て
行
.ふ
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ヵ
リ
；
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叉
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.
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漁
業
協
同
恭

n

の
主
た
る
機
能
は
漁
腫
物
の
販
資
及
び
種
々
：の
生
産
乎
段
の
調
達
で
組
合
員
が
齋
む
.漁
業
に
必
要
な
生
産
乎
段

.
/
の
共
同
購
入
.
に
依
ホ
、
：商
業
資
本
本
に
傅
る
利
網
を
排
じ
、
：：又
、
そ
れ
に
ょ
ま
ま
用
價
格
の
低
減
を
計
り
、.
組
合
員
0

漁
#

^

産

：
の

利

益

.を

:

許
る
と
共
に
ヶ
祖
合
員
め
日
常
お
活
に
必
要
な
物
資
購
入
に
依
り
、
.
勞
働
カ
ぜ
生
®

用
わ
龙
俾
め
る
役
割
を
潮
す
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建)
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舊
漁
業
組
は
、
漁
業
權
營
理
.を
；以
せ
.主
機
能
ど
て
：̂
一
た
：が
、
，昭
和
四
年
後
の
恶
艦
は
、
ま
ゆ
漁
村
更
，あ
述
動
め
マ
環
と
し
て
、
银
同
組
合
强 

:

マ
化
策
を
も
た
ら
レ
た
。ン
.昭

和：：：；

年

か

ヤ

H

譲
參
に
は
弟11

を
業
法
改
正
緊
が
ポS

さ

れ

、
、
.翠
九
年
實
厕
さ
が
た
.が
"
‘此
；の
改
に
依

"
、
，.
B組
合
員 

の
賊
濟
發
建
^
 ̂

'
持
要
な
蕭
施
設
を
傩
へ
う
る
事
、S

出
資
制
廣
を
：取P
う
る
事
，と'盤
‘リ
、
.事
業
體
と
ふ
て
，
の

棒

と

機

能
..が#
.立
さ
れ
た
の
で
あ
る：

ん
K

一
浪
業
協
同
ま
合
は
、
：
組

合

力

：主

た

る

#

能

ほ

：
勿

論

か

事
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：
明

'

^

一
一
四
浑
ポ
施
！

^

さ
れ
た
水
M

業
協
同
組
合
法
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組
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の
行
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事
の
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を
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う
事
め
出
來
る
基
盤
が
な
け
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漁
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だ
如
ん
生
產
者
か
あ
發
展
し
セ
行
っ
た
事
と
市
場
組
.織
が
盤
傭
さ
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懷
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又
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；
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；
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又
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で
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る
か
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組
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機
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最

も

利

用

す

る
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あ
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と

X
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i

白
で
あ
る
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買
部
取
り
扱
い
の
燃
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及
び
‘
各
資
村
の
賣
抑
先
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資
上
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.
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に
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け
.る
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置
が
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の
：ま
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內
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、.
叉

躯

合

事
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す
る
。
第
恥
表
に
；ょ
れ
、は
、
K

町
漁
業
の
支
配
的
代
表
的
で
あ
る
鍵V

館
漁
業
は
組
合
の
購
贩
寶
事
業
に
お
け
る
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。
漁
業
乎
,

、
嚴
林
中
金
系
統
融
資
，；
激
業
權
誰
券
の
資
金
化
等
は
：#

同
，組
合
を
國
家
資
金
の
低
利
供
給
補
助
金
' 

を
'
通
じ
で
、
國
家
の
.
.

1

系
統
後
關
と
な
し
ぅ
る
の
で
あ
り
、
組
合
の
⑩
構
•

組
合
#

n

業
が
官
僚
賊
に
依
つ
て
貫
か
れ
る
に
致
る
の
で
あ
る
。、
 

と
こ
に
組
合
は
船1

兀
.を
主
體
と
し
な
が
ら
、
獨
占
資
本
の
重
壓
に
喘
ぐ
船
元
の
爲
に
激
船
建
造
資
金
融
資
、.

S

獲
物
贩
賣
金
の
S

銀
行
融 

資
に
よ
る
假
拂
い
、
資
村
，：婉
料
.
*

燃
油
の
水
揚
に
對
す
る
肩
替
ヴ
と
し
て
の
供
給
の
事
漠
を
行
ぅ
事
に
依
り
、
船
元
に
と
っ
て
は
絶
對

.

的
必
要
な
機
關
と
か
り
.、
，
そ

の

爲

に

又

、

.

組
合
は

1
,

事
業
體
と
し
て
の
相
對
的
獨
自
性
を
有
す
み
の
で
あ
る
。

> 

.. 

■ 

■ 

- 

■ 

■ 

* 

.

.

.

0

漁
業
從
事
者
が
，共
濟
基
金
を
設
け
、
そ
れ
を
保
證
と
し
て
日
銀
の
バ
ッ
ク
一
に
よ
"
、
市
中
銀
行
、
農
林
中
金
が
，融
’資

を
受
け
る
制
度
で
、
多
く
は
：
 

，'
水
揚
代
金
.の
.！
.割
を
組
合
に
積
立
て
义
融
資
を
受
.け
る
。
こ
れ
は
組
合
.を
通
じ
て
の
中
小
漁
業
資
本
家
の
救
濟
策
で
あ
る
。

•

.

.
K

漁

業

協

同

組

合

が

：其

.の
機
能
：を
働
か
し
め
辟
る
の
は
國
家
系
統
融
資
.

S

銀
行
借
入
.
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
ニ
七
年
.
組
合
貸
借
：
 

，一

對

照

表

(

第1

•

な
表7

よ
り
借
入
金
の
欺
況
を
見
る
と
食
債
の
‘
三
四
多
が
國
家
系
統
融
資
で
あ
っ
て
、
S

銀
行
か
ら
の
借
入
れ
を
加
え
れ

, 

V 

I 

- 

•

ぱ

借

入

金

の

は

，四

四

ダ

に

の
ぼ
り
、

こ
れ
ら
借
入
金
と
組
合
員
の
貯
金
を
以
て
組
合
の
經
濟
事
業
ま
，行
わ
れ
る
。
先
ず
漁
業
手
形
の
. 

昭
和i

一；七
年
末
の
贷
付
先
は
、M

船
船
元

I
,

き
へ
ナ
ー
ニ
名
：

>、
"

名
輕
館
船
船
元
んJ

名
レ
.
で
あ
り
、
そ
の
額
は
.

一1
0

萬
圓
.
か
ら
八
0

萬
圓5

間 

.

で
あ
る
。
短
期
貸
附
金
は
事
業
資
金
と
生
活
資
余

に
お
か
れ
、
，事
業
資
金
と
レ
ザ
：猎
受
け
て
い
る
教
はA

船
船
元
十
名
> 
纏
館
-

元

I 

名
で
あ
，り
、
生
活
資
金
は
主
と
し
て
浪
岸
溯
業
從
事
者
漁
業
勞
働
蕃
に
貸
し
付
ち
れ
て
い
る
が
、
殘
高
の
上
の
'
事
で
は
あ
る
が
、
短
期

/ 

■ 

■ 

\ 

. 

-
：
‘ 

. 

V 

; 

•
-
-

0 

,‘レ
漁
業
協
同
組
合
め
分
板
.
 

: 

っ
‘
 

.
一
_
七

•〈

九
九三

)
：.



信用事業  
:♦ 斯倩入▲

短期借入金，' ニ ’.. .

泡手借入金、

信ン事業  
期借入金

長期借入金 

長期借入金

R
0

2,000,000

1,000,000

n
9 , 3 0 0 , 0 0 0

11,^ 0,000
. . . ■ I •

1 6 . 0 0 0 , 0 0 0

. h 
8 , 6 0 0 , 0 0 0

1 3 , 1 7 0 , 0 0 0

1 3 . 0 0 0 . 0 0 0

6 , 3 0 0 , 0 0 0  1 9 4 , 7 0 0 , 0 0 0 1 9 3 , 0 0 0 , 0 0 0

5 , 7 0 0 , 0 0 0  4 5 , 8 7 0 . 0 0 0  

8,000,0000

1 0 , 8 0 0 , 0 0 0

4 , 0 0 0 , 0 0 0

ま ，If

4 6 , 4 7 0 . 0 0 0  

2 别  0,000 

6 , 7 7 4 , 7 0 4  

1.000,000

7 0 0 , 0 0 0

3 7 0 , 0 0 0

4,000,000

8,000,000

5,100,000

6 , 7 0 0 , 0 0 0

1 0 , 7 9 6 , 2 9 6

8.000,000

水揚資金

金
.

.

保
場
蔵
：
 

資
關

g

冷 

填
ま

S

凍 

'建港
新
冷

協
同
組
合’.
の

分
析

負債之部

科 目 金 額 圓 %  .

信用事業短期借入金 1 ,0 7 0 .0 0 0 ] 0 0 0 . 0 1 3

. グ 長 期 ク バ 5 , 7 0 0 ,0 0 0 . 0 0 0 . 0 6 7

漁 業 手 形 借 入 金 ’ 5 , 1 0 0 .0 0 0 , 0 0 0 . 0 6 0

S 銀 行 短 期 ク 8 , 0 0 0 ,0 0 0 . 0 0 0 . 0 9 4

用漁猫ff // 
同組合速身お . も o o o , o o o |o o 0 . 0 4 7

農格中央金段長勘ク 1 0 , 7 9 5 , 2 9 6 0 0 O .i '^ 4

開 發 錄 行 ダ グ 3 , 0 0 0 , 0 0 0 |0 0 0 . 0 S 5

其 他 • 4 7 , 6 8 8 , 2 2 8 0 9 0 . 5 6 0

合 評 8 5 , 2 5 8 , 5 2 4 0 9I 1 , 0 0

M i 昭和2 8 年 1 月,2 8 日第‘ 4 囘通常總舍議案誉

料 目 金 ’額圓 %

期 ，錢 付 金 5 ,2 2 3 ,5 7 0 ^ 9 6 0 .0 6 1

長 期 貸 付 金 6 , 9 3 2 , 0 0 0 0 0 0 . 0 6 9

，漁業手形货付会 6 , 0 8 0 , 0 0 0 0 0 0 . 0 6 0

其 ' .他 6 9 , 0 1 7 , 9 5 3 1 3 0 . 8 1 0

合 前 . ‘8 5 , 2 5 3 , 5 2 4  ト 9 1 . 0 0

科 ， ： 目 金 . 額 圓 %

信j r 事業借入金 7 , 7 0 0 .0 0 0 [ 0 0 0 . 1 2 6

短 期 借 入 * 金 1 8 . 1 0 0 , 0 0 0 0 0 0 . 2 9 8 .

長 期 借 A 金 4 , 0 0 0 , 0 0 0 0 0 0 . 0 6 6  .

其 , の  他 8 0 , 9 4 2 , 3 9 6 2 8 Q .6 1 0

-  計 6 0 , 7 4 2 , 3 9 6 j 2 8 1 , 0 0

[ ^ 4 4 ^ 1 昭和26年庶K 漁業協同組合货借撒fa表 

、 ’資座之部

. 科 r 金 ， ' m  m %  '
貸 付 ▲ ; 9,297,647j90 0.153
其 . ノ ィ也， 61,444,748 88 . 0,847

合 計 60,742,39628 1.00

負債?^部

( 2 ) 用 途 別 借 入 金 殘 高 （滴手借入余は短期借入金へ合まれる〉

K 漁叢協同組合昭和2 7 年下半期決算書綴

針 2 9 , 8 0 0 , 0 0 0 1 2 9 1 ,1 8 0 . 0 0 0 2 8 3 , 3 1 4 , 7 0 4 3 7 , 6 6 5 , 2 9 6

' ；f

1 第46表1 借入金 .( 1 )弟稱別、借人別墻減 27. 1も,8 1現狂

1
區 前年庶未錢

本 ギ 廣  
m 遣,額

本年度未殘 摘 . 要

區 金 額 摘 ...'.[ 丄. 要 ‘ 
.- ...■

: m
轉 資 資 金 6,170,000 . .レ； '

... ゆ 柳 資 全 ‘ ■ ,, ■ い : , - ' ■
購 賣 .，. . ，， ■ • - . ■'：： :■ ' "■' .

m 販 ク ク

レそ》の

12,000,000 ホ®資金 ソ i - . .

期

* . %‘、■ .言1* 18,170,000

長
■ m 資 資 金 6,700,000 建造矣金

設 m ロ 13,785.296 冷凍設備S 魚市場、漁港修築

.期

そ の

r 計

他

19,495,296
: .V： -- '•

總 計
. '

37.665,296 • . V - ， : ，'.

業
化
，
' 央
庫
密
.
行

：連
央
庫
央
庫

g
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金
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信
：農
金
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金
開
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期
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.
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贷
伸
金
の
ニ
ニ
，.，
六

％

を

占

め

る

：に

過

ぎ

な

：

.
い
。
し
か
も
、.
生
活
資
金
-
を

借

ひ

受

け

て

い

る

者

.ニ
ー
一
名
の
中
船
元
に
保
證
人
と
な
つ
て
も 

ら
っ
て
い
教

t
,

五
‘
名
で
あ
り
.
、
そ
の
八
名
ま
で
がf

船
主
I

船
船
元」
，..經
營
船
元
の
保
讚
に
ょ
っ
て
借
り
受
.
け
て
い
る
。
：長
期
貸
付
金 

.

ゆ
農
林
卞
央
金
庫
融
資
の
漁
灘
建
造
資
金
.
で

あ

っ

て

、
：

一

一
名
の
歸
船
船

1
}̂

に
七0
萬
圓
及
び
五
0

0

寓
圓
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。
貸
付
金 

.
先
の
何
れ
を
見
て
も
、r

船
主
I

船

元」

綴

醫

船

元

の

名

が

み

ら

れ

ぬ

事

は

：、
，：
彼

等

が

借

り

受

：け
，て

い

な

い

の

で

は

な

く

、

彼

等

の

經

營

狀 

態
が
安
定
し
て
い
て
、
借
り
受
け
が
が
ら
も
年
度
末
造
に
退
濟
し
て
い
を
か
ら
で
あ
る
A 

V
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一、
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由
學
資
雜
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十
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六
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;

.- 

V
;
是
れ
ら
貸
付
金
：の
愛
付
け
先
に
依
っ
：て
も
旣
.に
明
白
ャ
あ
る
が
組
合
は
：、
；そ
れ
ら
借
入
れ
金
す
融
.資
す
るA

J

と
に
依
り 

船
：元
經
營
の 

.

蔣
生
廣
又
は
顿
ホ
再
生
産
：へ
漁
愈
薪
造

>

 

を
可
能
た
ら
：レ
め
る
後
能
を
有
す
る.

1
.

方
、
船
m

利
霖
保
護
；の
爲£
水
六
八
順
•
め
蔵n

八
5

.

:

冷
凍
十
嘲
の
冷P
冷
凍
施
設
を
經
營
し
、"
或
ほ
.
叉
漁
潘
禱
築
事
業
等
を
.
行

っ

で

：い

る

め

で

あ

.
る

。.一
貸
借
對
照
表
に
：於

け

る

.
金
額
は
、
：飽
く 

莲
昭
，
®

:

l

七
年
：

V

二
月
.
三

1

ボ
琪
在
：の
殘
高
で
ろ
て
借
入
金
め
年
間
を
通
じ
て
の
槽
減
に
立
ち
入
っV

み
れ
ば
、
國
家
系
^

低
利
長
期
.
に

渡

り

、
：船
'
元
生
産
力
墙
太
'
に
其
の
役
割
を
衆
し
>

:

現
賞
の
再
：^
産
を
可
能
た
ら
し
め
る
も
の
は
、
S

銀
行
の
短
期
借
入
金
で 

あ
っ
.

て
池
絶
物
を
そ
の
借
入
金
を
以
て
、
組
合
，は
船
元
に
.
假
挪
す
る
事
に
依
り
ハ
船
元
は
生
，產
を
直
ち
に
開
始
し
得
、
又
浪
猿
®
を
肩
替 

り
に
組
合
よ
り
御
料
.

，
水

，
燃

油
’

.資
材
の
供
絵
を
受
け
得
る
：の
.

で
あ
っ
.

て
.
、
.

流

通

，過

程

に

於

け

，る

r
i
i

込

み」

叉

は

生

産♦

段(

漁

船

， 

具
i

)

の
調
i

.
こ

こ
I

全

に
I

s

f

 

f

て
f

れ

る

の2

る
。

：
：

 ̂

.

.バ

：
：

；

.

.

而

し

、.
K

漁

業
«

同

組

合

は

、
，
，國

家

系

統

金

融

.

.
市
中
銀
行
融
の
對
象
と
，な
り
、
.

旦
'っ
そ
れ
依
っ
て
叉
船
元
の
再
生
鹿
が
可
能
と 

な
っ
.

て

い

るの：.

で

あ

る

がV
'全
國
的
に
見
て
漁
着
平
形
は
こ
げ
つ
き
を
み
せ
、
漁
業
共
濟
基
金
の
.昭
和
ニ
六
年
も
り
め
減
退
ぶ
り
は
著
し

(
註
ゾ
- 

.

.

.

く
、1

月

よ

り

，八

月

起

六

.

0

五
ゴ
り
四
五
.
四
、
ニ
月
.
に
：比
す
れ
ば
七
五
ズ
と
な
つ
て
い
る
狀
況
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、k

漁

業

協

同

.組

合

' 

- 

' 

,

の
.
漁
業
共
濟
基
金
は
一
ニ
ハ
年
ニ

T

百

五0

萬
圓
よ
り
五K

n

腐
圓
と
滑
加
し
、
職
#

用
漁
業
協
同
組
合
速
合
會
へ
の
出
資
も
九
翦
圓
か
ら
五I

 

萬
圓
と
檢
加
し
て
い
る
事
賞
が
あ
る
。
，S

銀
行
よ
り
も
、
中
小
漁
業
へ
の
地
方
銀
行
融
資
が
引
蹄
め
の1

達
を
迪
る
時
、：
水
揚
資
金
と
し

て
ニ
億
に
近
い
金
額
を
ニ
七
年
に
於
い
て
も
借
り
入
れ
、
而
も
年
度
末
に
は
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萬
圓
の
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あ
る
め
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あ
る
。
か
か
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國
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、
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漁
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組
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國
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系
統
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ぅ
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銀
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な
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K

町
漁
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發
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と
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基
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が
あ
っ
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そ
で
あ
る
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逆
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云
え
ぱ
ゾ
K

町
漁
業
の
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國
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系
統
金
融
わ
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し
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彼
等
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維
持
存
績
、
發 

，展
を
可
能
‘た
ら
し
め
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も
.の
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ち
つ
て
、.
國
家
の
漁
業
協
同
組
合
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通
じ
て
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中
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漁
業
政
策
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賞
を
結
ぶ
事
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W

來
る
の
も
か
か
る
組

合
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
又
定
置
漁
業
を
組
合
自
營
化
し
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«

漁
業
協
同
組
合
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政
府
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1

政
策
を
政
策
通
り
に
遂
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す
る
事
に
か
け
て
は
'
類
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な
る
斯
以
が
あ
る
の
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あ
ろ
ぅ
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現
在
の
K

町
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業
協
同
組
合
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共
同
購
入
に
依
る
費
用
價
播
め
低
下
の
如 

き
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割
ょ
り
も
、
船
元
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：

生
産
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可
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と
‘
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保
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機
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ふ
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共
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國
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系
統
機
關
と
し
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旦
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事
業
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と
し
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■
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厳
然
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存
在
し
て
い
る
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で
あ
る
。
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用
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揚
贩
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.
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あ
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。

'
:
: 

-

註
1

)

.

水庫業の現況

P

.
 

.

Sニ九五

.

1
5
服、水庫靡編。：：

：

 

：
 

：
..： 

‘

:
(

註
2

)

，
組
合
が
相
默
，的
獨
自
牲
を
在
し
、
そ
の
譜
機
能
を
揉
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縣
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營
營
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1,000

昭 和 ぶ 7 年 ‘廣

金 - 額 %

935,810；00| 0.O442
6.770.659；89 0.2730

.2,791,980:02 0,1320
676.072:00 0.0278

6,798,676:56 0.2740
2.418,43B；00 0.1140
1.228,927；05 0. 0582
1,632.48080 0.0773

21,147,889:32 1.0 coo

昭 和 ，26

全 額

385,9^j21 
3 , 2 1 5 , 5 4 0 ；6 4  

1 , 8 6 6 . 2 9 8 : 5 2  

1 , 2 9 2 , 8 4 6 ；8 3  

4 ,7 9 0 ,5 9 7 1 5 9  

6 9 8 , 2 2 1 : 1 5  

1 ,7 8 9 ,5 7 1 = 1 1  

4 3 5 . 4 5 5 1 9

1 3 , 9 2 4 , 0 2 5 1 4

[第 4 7表】 協同組合の主牧人
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そ

レ

て
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組

合

資

産
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S
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と
共
に
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，ベ
合
は
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賞
し
て
行
く
の
で
あ
る
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K

組
合
が
、
國
家
系
統
機
關
と
し
て
、
金
. 

融
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貸

付

、
；
文

生

：產

手

段

の

調

達

等
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の

機

能
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集

す

事
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依

っ

て
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漁
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.
てっy.

の
利
霖
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目
的
と
す
る
：漁
業
協
同
組
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ボ
、
ニ
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業
體
と
し
.
て
剩
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す
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岸
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材
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營
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れ
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第4さ表】 戦後におけふ漁船の建造狀況（昭和28年’4月末現お:)

註 1 . 木 一 木 造 船 為 戴 船 、デ 一 デ イ 一 せ ル 嘲 ヤ ー 燒 玉 ジ ン  

註 2. 漁船の當り船價の騰貴すこついT は第S3襄 (p.9 0 )參照

(K 漁業協同組合所嵐/魚船ー覽表） （聽取10 、

4

T年 
度

■ M  M  V  船 ； • : . >  M  - 船

船 名 : n顿數馬力數 船 慣 船 名 顺 i c 馬力數 船 慣

昭
和.
2 0

.年

•'/. ... ' . ■ , . .

. レ- . .

，，，. . ’，.... ‘.レ，. ‘

H  F 丸 . 1 5嚼 ャ 8 0

■ - - . * .,

；{く (1摩かTIffl)

m
和
2 1

斤

K  T 丸
；•- :： V -

' . ... 

4 5 P H  デ、1 0 0

■ ' - ■ ' ■■ ；- ■ . ■.

木( 1 4 0 萬圓)

K  S 丸
第: ± F I 丸
第三:P  I 丸

加 嘯 ャ : 6 5  
9  嘲 
1 9 順
1 9 顿 ャ 6 5  
1 9 嗽 ヤ 6 5

木 ( 3 4萬圓) 
木 ( 1 8萬圓)

木 （2 5 萬圖)

昭

.和
22

I I八P で丸 
第/ V S T丸 
三S A九

■ ： ■ .

K S  i h

147m ^'250 
9 7 ( i g  デ 2 3 0  
7 9 順 デ 2 1 0

6 7 顿 デ 、が0

銅( 4 3 ^ 萬圓) 
木( 2 8 0 萬圓y 
木( 2 5 0萬 j iO

木( 4 6  萬 l i l )

第' : n F S 丸 
第五F T 丸

2 7 颇 ャ 7 5  
4 1 順 ャ 2 5

. . . . . . ；,

木 （？）

木 （5 0 萬圓)

- . ■ '

昭
和
2 3

年 ： . . V ：■ ； '

八F  I 丸

. . ■ ■ ■..

1 9 , 2 8  喊ャ  6 5
...*

， . ：，-，-

木( 1 7 0 萬圓)

m

和

m

年

第デ一R S

丸 , \

K  S 丸

ポニ K T 丸

6 4 崎 デ 、2 ；L0
； .，， ..f

6 6 觸 > ' 2 1 0
- ，'，. ' . ,

3 4 t s i  デ1 0 0

木 （？） 

木( 8 0 0萬圓) 

木( 7 5 0 萬圓)

第十一F t  
丸
第•六F  1 鬼 

K  F 丸 
K  H 丸 

S 丸 
I I  ニ i i Y  丸

1 9 . 2 8 顿 ャ 6 さ 
3 , 9 2 6  顿 ャ  7 5  
2 9 . 8 0 嚼 ャ  9 0  

1 5  觸 - ^ 6 5 -  
8 8 ,5 0 i i頓デ1 2 0  

3 0 顿 デ 、9 0

木( 1 7 0 萬圓)

木( 2 0 0 萬圓) 
木び0 0 萬圓) 
木( 4 8 0 萬阔)

昭
和
2 5

年

• • •
； ；■. ■ 、.

' ' ' '

第兰F  S ネ 

E  P  i L

3 3 , 0 5 i f  ^ 1 ( 3 0  ^

9 . 2 S 顿 . ；■,.

不
( 4 9 0 萬圓） 
ネぴ5 萬圓）

昭
和
2 6 K  S 丸

： -X；' ,
1 2 9 嗽 木 c ? y
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柱 ：；1 , 昭和24- >昭和部乎に至タ# 船水振高がt 加 . :
2 , .同 顿 數 の 船 ft：おけろ水揚高の相違 . ；： 。.パ '

■ 3 . -憾 贿 M の 永 揚 賞 數 と 金 額 と の 比 串 の 相 違 を 法 意 さ れ た い ，

號
• ' 別 .

昭和2 4年 昭 和 2 5  ^ 昭 和 2 6 年

ホ揚金辦 水揚高 水湯金m . 水揚■'高 水楊金額

第五F S ネ ( S 3 T , )  

第 S l f ：H  丸 C 2 9 T . )  

第三：K K 丸 （2 9 で. )  

第3  E 1 H  丸 a s T . )

第五K S 九 d j S T . )
. . ；■ - ■ ■.

圓
4 , 0 1 7 , 0 0 4

5 , 5 0 2 ,7 5 4

2 , 2 8 4 , 5 5 2

1 , 1 7 6 . 5 9 7

1 , 5 6 3 , 3 8 9
' ■ . . . ' ゾ:

- S -

'.，具
4 8 , 3 2 7

4 7 , 9 4 4

3 5 , 5 6 6

4 8 , 9 5 0

4 0 . 9 2 6

B j
6 , 5 4 9 , 6 5 0

6 , 3 0 4 , 5 8 8

4 , 7 1 8 , 7 0 0

6 , 0 1 0 . 2 3 8

5 , 5 0 4 , 0 5 7

M

5 4 . 5 0 5

' 2 3 , 0 9 4

2 1 , 1 7 2

8 6 . 0 9 1

2 8 , 2 3 7

' ，.. -圓 
1 0 , 7 0 8 , 2 0 8

4 , 3 1 1 , 8 5 8

3 , 9 5 7 , 2 6 9

/  7 » 2 5 0 ,2 6 9

6 , 0 8 7 , 8 1 6

[第，5 0表1 1 1  贿船船別水揚高

• 別 バ̂ ' ' ' ^

昭和 24ギ 昭 和 2 5 年. - .■ -. - ■ 昭 和 .2 6 ギ

水揚全額 水 揚 声 , ガく揚金額 '-ホ . 揚 : - 水揚金額

饿八F  T 九 CX47T.) 

第八S  T 丸 (97T.)

C79T.)

. . ， - . . . . .

圓
4.686,647 

'7,791.269 

6,987,855

, 賞 
27,986

2^830

21,391

--- ---：---：

■'； 圓 
8,880,321
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[第 53 表:！戦 後 の 再 建 船 一 驚 表 )
( 錯船1 2 ま、磨贿船6 数） ( 踏船 :1 7 族、懷贿船4 後）

船

M % %

P , Y 丸

K S 丸

P K 丸

K T 九

K Sh 丸

P Z 丸

K H 丸

P S 丸

Sh' E 丸

•K I あ

( 以 上 醋  

( 線 . ' . f&i 數 )  

( 平 均 嚼 數 ）

昭和 1 8 年 9 月現狂

i  思顿數機關 無線備考

律 三 F S 丸

第 セ F T?丸
，1 ' ,.
第 七 S T 丸. 

第 二 ぜ S 丸

数C： S E 九
；：.

K S 丸

( 以 上 鍵 節  

( l i  :嘲 激 ) 
(平 均 ！i i 數）

合計總顿數

T.
.1 5 ,6 4

1 5 . 0 7

1 3 . 6 7

1 3 . 2 8

1 8 . 0 2

1 2 . 1 8

1 2 . 1 8

1 1 . 5 8

10.00

, 8 . 8 9

6 . 3 4  

船) 
1 4 4 . 1 9  

1 3 . 1 1

1 5 3 . 6 7

1 3 9 . 3 8

1 3 1 . 8 7

6 9 . 7 5

6 0 . 5 8

4 1 .8 -7

無). 
5 9 6 , 7 2  

9 9 . 4 5

• 7 3 0 .9 1

燒玉

グ . V

f V

H if.

V

U . r

グ グ

, , 1

V 9‘

• V V

Ji . 9

グ ’ V

無

有

\ 、 和 2 S 年 4 月現めミ： ’

船 ■ 名 楓劍數>1 機關 賊線1侧考

第一ニ F Z 丸
■ T . f H P i
m o o ざ1 1 8 0  存

第 一 F S ネ 5 3 . 8 8 r  1 2 0 グ 免許
有

K  U  % ' 4 6 . 2 2 タ 1 2 0 U V ，

第 六 F  Z  ih 3 9 . 2 6 グ 1 2 0 V

第 2 C  H  Y 丸 3 4 . 0 8 ク 1 0 0 & .■■

K  S  ■ 丸 3 3 . 5 0 r  1 2 0 グ

第 三 E V S 丸 3 3 . 0 5 1 0 0 ク，

第 三 1C  S 丸 2 9 . 8 1 V 9 0

第 三 :K - K 丸 ■ 2 9 . 7 8 グ 9 0 夕

第 三 K  H 丸 2 9 . 3 0 グ 9 0 V

■ ■-- '.. 

K :  R 丸 1 9 . 8 5 燒 3 ^ 6 5 M

K  H 丸 1 8 . 8 1 グ 6 5 有
第 一 H  Y 丸 1 7 . 2 1

. .:f ■：

せ 6 5 無
K  S 丸 | 5 . 7 4

E  P 丸 1 5 . 2 8 グ 6 5 r

第 三 E  H 丸 1 5 . 0 0 い\ S o y

- M 3 L M H j u 1 4 . 7 9 V 6 5 V

J 《以 上 鲍  

m 顿 數 ） 4 6 4 , 7 5

グ：6 5 タ

(平せy 頓數） 2 7 . 8 0
レ ’.

第 五 に T 丸 1 4 9 . 6 4 51 2 5 0 有 鎭船

第 九 F T 丸 1 4 7 , 0 0 グ 2 5 0 ! r グ

第 ネ S  T 丸 1 4 0 . 0 0 グ 2 5 0 If V

.第五 S  E 丸: 

(以 上 m 節 

( 總 W . 數) 

(平 拘 、顿 數 ）

1 4 8 . 0 0

船）

579,64

1 4 8 . 6 6

グ 2 5 0 V V

合 計 雑 韻 數
'

l , G i 4 . 3 9 • * 1
( K ：村役場調べ） ( K 漁業協同組合所屬漁船一覽表）
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終
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中
心
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K
村

職

業

別

戶

數

調
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：
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へ

昭

和

二

十

.五

.年
：
十

月

1

日

現

お

：

> 

, 

:

:

漁
業
に
和
け
資
本
、主
義
の
展
開
，.
-

.

ぐ

:
:

V

-へ
セ
0
九

.

て
，
、
一
べ
雑
熟
、

-

银

風

实

，い

>
0
;

ノ
ペ
，

^

激
協
理
着
會
、.パー

M

ほ

の

ま

認

め

：下

に

暮

林

れ

ま

金

庫

ぶ

ル

1
、五
©
©

萬
圓
の
融
資
を
受
'
け
、/
：自
己
ま
及
び
ま
4

出
資
合
せ
て
五
o

p

 

 ̂

氣
圓
を
加
え
て
ユ〈
园
四
嘯
の
鋼
鐵
敝
を
膨
理
み
で
#

る
。
こ
れ
は
、
、「

嚴
主
っ
船
芒
經
營
と
い
う
释
殊
な
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か

ら
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元
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業
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家
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生

魔
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^

全

な

所

有

赛

で

あ

力

、
，.
他

人

資

本

に

對

レ

で

议

刹

ま

^

ゐ
轉
化
で
あ
る
德
其
他
水
揚
か

' r

割

ぷ

きi

し
，利

潤

部

分

に

噴

い

こ

ん

、で
，い

た

船

主

♦

社
め
收
纖
.
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郁
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二
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節
參
照

)
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ら

獨

立

：し

、
：

#

兀g

營

は

こ

と

に.平

均

利

潤

確

保
-

、
超

過

就

潤

追

味
.
ゆ

基

盤

が

與

先

ち

れ

る

。
：
こ
：こ

.
に
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
奇
形
的
. 

な
形
擦
れ
ら
本
來
ぬ
す
ク
ぎ
り
と
じ
お
形
を
ふ
っ
て
現
わ
；ポ
る
こ
ど£

:

な
を
。
と
'

の
傾
向
；は
.
、"
S

W

漁
業
株
式
會
社
所
屬
り
他
の
經
赌
船
. 

に
.
5
^昆
ら
ル
る
と
同
時
に
、
：麟
船
に
お
.
か
.
て
ホ
ー
.
四
五
顿
：一m

o

廣
カ
K

S

丸
が
、一：®

®

を
通
じ
て
同
様
の
ス
に
お
け
る

A

漁

業

株
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武

會

か

ら
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「

獨

立£
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と

し

て

あ

ら

わ
4̂
,

て
来
て
い
る
？
戰
場
に
お
る
と
の
傾
向
は
W

F

#主
一
®

2

經
營
の
發
展
の
段
階
を
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.

わ
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も
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と
も
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-
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；
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。
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の
戰
前
、
.戰
後
を
敦
比
し
て
：明
ら
か
な
ょ
う
.
に
、.
：
戰

後

に

お

い
.
て

は

、
，

I

時

の

漠

減

狀

態

に

も

拘

ら

ず

漁

船

.の 

集
激
、.

.

.顿
嚴
が
缴
大
レ
、.

と
X

に
輸
船
.
に
お
い
て
總
嗽
數
は
戰
前
の
三
.
.
一
一
倍
と
‘
な

っ

た.
。
®

船
.

贿

船

ハ

に

平

.埃

頓

數

の

增

大

に

注

意 

を
ら
れ
た
い
◊

漁
探
無
線
な
ど
装
傭
：は
近
代
化
し
ッ
漁
業
め
中
心
は
沖
ム
ロ
か
ら
遠
洋
：に
，移
ザ
つ
：；っ
あ
る
。
更
に
-r

#

主
J

船
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經
營
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に
お
け
る
資
本
制
生
産
の
發
達
は
、
ー
戰
後
K

.

1

を
全
^

業
か
ら
.分
離
し
そ
事
業
化
せ
b

.

め
：た

。
マ
そ
れ
に
ゆ
い
：

K

港
附
近
，に
は
す
で
に
.

.:

食
品
ポ
凍
工
場
ニr

鼓
水

H

場

1
:

、
水
産
加H

撒
式
含
社
§

、，船
舶
機
械
■

ぐ

族

；理
所m

s

他
が
設
立
せ
ら
れ
た
。
叉
事
業
の
種
類
は 

多
み
で
あ
を
が
K

町

脉

ま

の

株

式

或

い

ほ

合

資

盡

に

二

中

全

部

、：

工
場
は
.
十
六
中
十l

i
f

が
戰
後
說
立
に
.

か
か
.る

と
い
：う
事
贊 

,

が

、
，
漁

業

の

發

展

を

中

.
心

と

す

る̂
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き

：を

明

瞭

.
に
物
語
'

?

い
る
。
，‘
.

ソ
 ̂
 ̂

' 

'
V
:

ん
. 
.

.

.

.

、

更
に
す
.で
に
述
べ
，た
ょ
う
な
漁
業
に
か
け
る
資
本
主
義
の
發
達
と
そ
れ
に
伴
う
生
.
塵

字

段

の

•高

度

化

は

、

五

順

以

下

の

.小

型

動

力

船

の

• 

■ 

' f
c - 

• 

•
' 

> 

• 

■ 

.

. 

.

.

. 

•
.
'
.
.
. 

. 

• 

-
• 

•
.

I:.，.い -'



f

;

3

- 

，ベ.：：，
.
ド
；
パ.V
:
: 

. 

二
-

三
®
 ;

:
.
,

、

〈

*
 ̂

i

.

'

s レ 

.

こ
、に
産
業
構
造
の
軸
を
漁
業
に
移
行
し
た
の
で
あ
る

(

第
ぽ
表
參
照)

"

1

\
:
:
(

註)

§

黎
.
}
:
:は̂
入
ロ
糊
密
に
し
お
耕
地
ゆ
く
他
£

:

生
：
廣

中

業

旅

1

:

-

^

!

^

'
た
於
.

：
一
、
赋

家

庫

の

.

子
弟
ホ
勢
ト
漁
業
方
面
に̂
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築
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ぺ
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に
お
げ
ネ
こ
；の
よ
ぅ
な
戰
後
の
衡
舆
と「

羅
主
|

船
元」

經
營
め
發
展
も
、再
編
成
さ
れ
た
働
ま
獨
占
資
本
主
義
體
制
の
下
に
あ
つ 

て
は
そ
.
の
棒
造
.
的
‘壓
力
と
漁
生
産
部
門
に
お
け
る
獨
お
.資
本
の
進
州
よ
に
そ
の
/
-進
展
を
阻
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
前
者
は
、
ィ
シ
フ
レ 

~

シ 

>",.ン
、

國
家
織
、

i

租
说
な
ど
を
通
し
て
現
わ
れ
る
.
が
、
と
く
に
：.獨
占
價
格
に
基
ず
く
漁
業
資
村
と
漁
债
と
の
孰
狀
價
格
差
め
形
成 

.

に
最
も
よ
.
く
示
さ
れ
ま：

昭
和1

1

五
年
の
輸
入
颁
給
金
打
ま
り
以
後
..の
漁
業
資
村
A

,

マ、
一一.
ラ
麻
、
綿
花
、
燃
他
、，

ニ
騰
貴
は
、
朝
鮮
事 

變
勃
發
以
後
の
木
材
へ
鋼
鐵
其
他
の
値
上
力
と
相
：

侯
， .

つ
て
V

國
家
資
本
主
義
の

.
政
策
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る0

ュ
I

ゾ
に
っ 

ぃ
て
は
幕一

部
第M

摩
參
照
ズl

i
l

に
、
昭
和
二
三
年
をK

つ
の
契
撒
と
し
て
、.
：戰
後
は
ぜ
U

:い
勢
い
で
流
入
し
た
轉
換
資
本
や
新
舆
資
本
に 

對
す
る
獨
占
，資
本

.

へ
日
魯
•

日
永
•

大
洋
：漁
業
な
ど
> 

の
進
：出
i

配
が
.確

立

し

て

来

る

？

こ
，：

れ

は

、..昭

和

ニ1

年
よ
り
開
始
さ
れ
た
漁
船 

建
造
.
の
資
金
的
襄
仗
と
し
て
の
復
金
融
資〈

國
家
獨
ぉ
金
融y

の

大

會

社

，に

對

す

る

先

行

優

位

、

.
許
可
漁
業
に
對
す
る
代
船
許
可
、
-新
規
許 

可
の

條
件
の

相
堂
な
ど
を
歉
提
と
し
て
.い
る
の
ヤ
あ
る
が
、
.

K

W

 r

船
、王
I

船

元」

經

營

一~

中
小
漁
業
資
本~

~

は
、
こ

に

鍵

"あ
權 

:

力
と
癒
着
せ
る
'

こ
れ
ら
贿
占
資
本
と
雜
爭
關
係
.
に
立
ク
め
を
餘
儀
化
く
せ
ら
れ
る
。
こ
の
危
W

.

に
對
す
タ「

船
主
I

船
元」

經
營
の
生
産 

，面
に
お
け
る
謝
應
は
、
'

勞
働
日
の
延
長
と
、
勞
働
生
産
性
の
墻
進
の
商
か
ら
み
る
こ
と
が
出
來
る
。
，〈

賞
金(

V
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切
下
げ
に
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し
て
は
第
！
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第
.
ニ
草
常1

節
步
合
制
度
、
金
融
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お
け
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應
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第U
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延
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.
漁

業

に

お

：い

て

稼

動

H

數

の

：增

大

、，：， .

漁

將

作

業

時

間

の

延

長

；と

し

て

現

象

す

る
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漁

勝

の

擴

-
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發

見
I

激
船
の
大
型
化
大
型
化
は
後
述

>

 

航
續
力
を
增
大
ぜ
し
め
、
文
♦

少
：の
荒
天
.
で
も
出
漁
，を
可
能
と
な 

す
。
と
の
可
能
性
の
上
に
立
っ
て
、
激
場
を
擴
大
し
、k

見
或
い
は1

定
の
豐
廣
を
有
す
る
水
域
へ
の
進
出
を
こ>

」

る

み

る

。
，臉

漁

業

の 

房

總

沖

，、
：

K

崎
、
お
洲
鳥
附
近i

め
進
出
、へ
經
贿
激
業
ね
肿
津
鳥
、.
.
南
鳥
為
>

.

秋

：刀
：叙

漁

の

劍

跡

沖

な

ど

ほ

こ

れ

に

膚

る

.。

激

場

へ

の

距 

離
の
：撥

-； <；
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-
航
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數

の

延
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す
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こ
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檢
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.下
の
線
船
の
場
合
ほ
、
あ
る
限
廣 

S
/

,:

以
上
漁
場
を
擴
大
ム
發
見
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
が
の
で
、
.航
海
度 

"
數
を
！

せ
し
あ
る
こ.と
k

ょ
わ
て
勞
働
ほ
を
延
長
し
、
一
絕
P

剩
餘
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値
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ー
ぴ
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W墻
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I
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希
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し
て
い
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漁
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照
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[第37表]!躺船の大型化
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[第6!)表：] 赌贿船の大型化、
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[第58表〕 .
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[第59表】
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永 弁 銀 '鎭 : ；233 (鶴 船 ）船'元 漁業 ’ ...
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'巾 村 JE
作
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[第 6 5表；} 昭和26年庶村會議員名難（任期2年）
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, ， 0 因みに現村基は昭和22年廣村議でをろが社食■黨所屬である。 >
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仲
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叉
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狭
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應
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。
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總
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あ
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【第,07 m i I村におけるmn1 0 年代の地主厥め構/次(■民層と
の對比〉

氏 名 分

.長#川善左衞門 

青ホ，作右衛門 

大森喜 左 衞  

福 岛 f{ 三 郎  

谷 お ’ A. 

.松 岡 激 一‘ 

奏 平 吉 . 

(fむ山'冶典衞'請所) 

，高/橋好  一 

- # 本 四 郞 平  

福 鳥 傳 助

地…. . ....主

髓 邊 業 地 主  

地 ‘ 主 

!/

き 作 ’地 主  

// ， ■.

隣村,の'大地主

沒落して明沿13 
-平よ，1?液へ格法

液に居住、漁業 

懷に移f±、漁難

yy沿16年

m

, 35.4f 88.3C K!

65.00
27.0C 32.00 29.00
25,00 ■ 一 45.00
33.00 43.00 81.00

. , ™ 18,00 14,00
13.00 .15.95 ■

16.00
17.00 — 18.00
40,00 49.00 68.64
7.80 5.00 0.94
0,40 ■ ■■ ■--- - 1.67

，‘，'-， - .で ^ 0.50 0.81

[41
62.00

30.00

46.00

31.00

10.00

17.00

17.00

1.89

131

K 粗取立帳

[第 68表】 村旧畑面積 

. ( 明 治 10年 S 月;）

觀 :南 m
'町 反 (A-î

126.も 2ユ4

( 内） ド1 97. 6. 5.19

< 畑 •'4. 0, 2.00

宅地 12. 2. 4.00

' 雙 烟 5. 7.00

よじず 2. 4. 7.00

沼 ，地， 2, 7. 3.00

驻 cr實地反別一筆隅步話
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I：第 (59ま ;！ 農 k 改 革 ■
(fi：收 nn 22.7〜昭2 3 . (幾地等開放實積調査） 

A 小作賀收地（總饼地面積の27,6 -
昭和25,8.：! 現粒: 

ム印，..…項目

不在地主の小作地' 在地地主の小作地 小作.資收地の合計

町 町 . . . 町  >
PI . ‘ 29.4709 38.0015 ,79,3218

, 帛 0.6328 1.5009 【< 3.3601
tv 80.1109 39.6325 .82.1819

A I 賈牧物納地主の所有規模と練營面積■* (改革前昭和 20,U /23規在）

所有
面積

面積.、、、
不 耕 作 5 '反未滿 5 反〜；1 町 1 町へ̂2 町 n

昭23 1 町未滿 ，::::り;::.：：:.::::''19^ . 0戶 . 27戶
20 ；! 〜 3町 3 ■ 2 '.:-ふ. ' 20 25 ‘
，塊

11 3 W ザ ‘:,.,:.:2.、::. 2 0 . 4
•お S へ40町 . . 1 -0 メ 0 1

I 同じく (改革後昭和 25.$.1現在）

昭23 1 .町未滿 9戸 3戸 ' 27^

20 1 〜 S町 r  -  ■,■：■■：- 3 ■■-. ご-、.:::ド,'.::：，''S::.: 25
•塊

11 3 5f9T ■ ご."::‘:、.、.::';::..ま . . , 0 -；■：：'.'：■；；：：■； ：o ； ' 4
• 在 5 <vloinr 1 、 0 0 1

、， - '、
〔第.7 0表】 自小作別農'家戶數およびその經營面積

(1950年世界農業センサス） 昭和 25Zふ1 現在

線 ， 數 ' 8反未滿 3反- -5反 5反〜1町 1町〜
i.5m

1.5町
- <̂ 23fp̂

總 A農家敷 430^ 76戶 83戶 190 戶ー■ ,99 戸 ，， 12 戸

數 B面 積
町 .

816,37
-町 
14.62

町
21.48

. 町 
142.66

町 . 
117.68

町 
: 20.01

自 A . 217^ * 33 ' 21 ' 97 ' 58 8

'作 B /..'
. 町 
172.19 6.05 8.14 74.57 . 70.05 13.85

白 V ,A-:r. ■ i6 2 ^ ■ • 12 v"'''-'-23'̂ '：' ， 82 41 4
ル
作 :を :;

町 ， 
172.92 2.79 '9.86 61,07 47.53 6.53

ル A S4戶 17 6 ■11：：'-.̂' 0

作 B
- 町 

12.68 8.34. 2ぶ2 7.00
■；,/ >1 - .：'：■■■：'：.'./■

0

小 A 17 14 3 0 0 0

作 B
町
3.57 2.43 1.14 0 0 0、
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.
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；
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满
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あ
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營
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れ
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。
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.
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條
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さ"■レ’ m

,■> •'、
船 舊 -fh' * m 前

(.( 

;；. •
具 地 ■m- 榮 地 .漁

業揮 主 會 會 主
(.'■

. < 'な '會 m 協
-傭...■ ■■■ る 長 會 奮 同

み. 藤 組
系

• • .、
造 '合

m 元 業 -M
.-..\  ■■■■ を 漁 へ

異 -業 ，第 '
■ f '， .に.，.. 協 65

す 同，.表
る 担 參0

合 照...•  ■. 元 長 V-/
漁 ：■
.業 -...

協 ■, ifjC.

同 為

組
* » 合

.
長

生
I

#
冗i:

ま廣輕ぱ
顧

—

.に.お
せ

を#
!
:
本

カ

鎌

爭

セ

：あ

：化

、

i

業

協

る
と
同

時

：に

地厥
激
g

ま
同
組
食
と>-
>

て
；K

ー
町
：

'
に
：躲
け

‘る

：撒

紫

蓄

の

緒

束

の

：
基

l
^

だ

：
か

ぜ

で

：ぉ

ĉ
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縦
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落
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潘
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。
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あ
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梢
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’收 入

支 出  

♦

漁 港 復 煎 費
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的
に
作
用

〕

：：
資 

る

「

船
主
-

:

船
元」

0
0
m
m 

(

第一
.

部
第一

M

第
！.一

節
參
照)

船
元
の
資
本
家
的
經
營
確
.

條
件
を
提
供
す
る
。

又
溯
船
の
大
型 

.

.、
ィ

と

；

數

の

：

§： -

力

は

お

洋

法

業

の

，難

族

と

し

て

'
現
象
し
、、li

4
‘

港
は
隣
接
す
る
第
三
植
漁
港
Y
.
.港
.
と
夕
ィ
-
•
.ア
ッ
•
プ

し

て

全

國

的

に

盲 

數

な

遠.洋

漁

業

基

地

を
♦

此

す

る

。

 

‘

.
.:
e
=i

か

市

廣

組

織

ね

擴

我

：：，

.

K

漁
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
の
截
達
は
、
市
場
を
形
成
し
た

'.(

本
稿
第一

草
第
二
節
、
第.I

部
第
二
章
第一

節
參
照)

。

一、

パ
.；

資
■

⑧
有

一

機

ま

め

ま

鍵

，

■

■

港
：タ
ま
撒

)

t

e

流
通
の
發
達
は
市
場
を
擴-

k
,

す

る

(

す
で
に
魚
商
數
は
七
0

名-
H

 

ニMj

在
に
.
根
加
‘し
夏
付
高
も
激
檢
.して
い
る

)

0 

K

港
か
ら
"國
鐵

.
に
通
ず
る
八
米
道
路
を
中
心
と
す
る
道
路
綱
の
盤
傭
擴
眼
、
貸
車
引
込
線
計
晝
の
§

は
、
'

こ
れ
を
'パ
ッ
ク.
*

ア
ッ
プ
，す
る
。

S

‘
產
i

造

の

變

化
• 

 ̂

' 

'

:

づ
で
に
1
後
あ
ら
わ
れ
て
來.

て
い
る
か
く
漁
業
を
中
心
と
し
て
水
，鹿
加
工
業

(

主
と
し
て
磨
船；>  

冷
凍
、

蘭
業
、

.

與
水
業
、
船
帕

族

れ
製
造
修
理
：？K

化
の
企
業
が
發
他
し
.
、
農

業

の

全

，庫
業
に
占
め
る
比i

j
S
i

が
減
少
の
一
途
を
，他
る
.

へ
第
.

！
章
第一

節
參
照)

へK
 

漁
港
附
近
の
地
偵
は
大e

な
腾
货
が
见
込
ま
れ
て
い
る)

。
 

-

W

支
配
機
佛
の
纖
貌
、
.

.

び
業
の
發
展
が
從♦

の
ま
配機

！
！

に
；.̂

ほ
し.
^

影
響
は
、
地
生
制
とP

關
诬
に
お
い
て.
第
こ
韋
箱
一
節
に
分
祈
し
た
が
、
漁
港
の 

完
成
は
K

町
の
支
配
機
構
を.
グ

ル

ジ

，
ョ

ア

的

；

^
▲
盤

に

確

立

す

る

條

件

.
と

な

る

。

，• 

.
、

.

. 

.

漁
寒
£
,

け
る
突
ホ
‘主

義

の

展

開

\

 

> 

--. 

- 

1

七
三/ 

'



f 

愈

(

註)

船
元
經
赞
は
银
一
章
第
.！
節
で
ふ
ホ
た
ょ
ぅ
に
船
主
食
；

M

ょ
り
.调
立
化sS

傾
向
‘を
お
し
、
漁
港
完
成
は
こ
の
傾
向
を
强
め
る
。
し
か
し
、
沿
元
經 

.
營
は
‘漁
業
.協
同
組
合
を
通
じ
て
么
融
面
.か
，
ら

國

家

：
獨

An.

資
本
の
直
接
‘の
ま
配
下
に
從
腐
を
餘
儀
な
，く
さ
れ
る
。

.

.
，

.

<

,

，
‘

' 

■ 

-
 

■
 

. 

.

(

平
野
御
子)

.'

：̂TT：

j ；

H
-

;
.
'
;
y
;
:
:、

一：m
i

連
,

I

ホ#

I
E

まi

六
潜
：？
^
^
^
 ̂

.

一 

V

こ
れ
ら
の
諸
事
情
は
.
船
元
經
營
の
危
機
、に
對
す
對
應
を
有
利
な
ら
し
め
る
。：
し
か
し
商
品
化
の
激
化
は
資
本
家
間
の
競
爭
を
强
' 

.

め
、
低
♦

慎

と

相

俟

，力

て

低

賞

銀

地

盤

を

必

然

的

に

M

s

し
、

‘
船
元
は
第
一
部
第n

章
で
解
明
せ
ら
れ
た
船
元
經
醫
の
支
柱
を
振
す 

,
:
:
'步
.合

伟

を
V
'

業

的

技

術

；體

茅

.
に
.',基
ホ
す
そ
..の
後
れ
た
勞
働
關
係
を
資
本
家
：.の
.
‘立
場
が
ら
.再
生
塵
す
る
と
，.，.と
を
や
め
..な
.

い。

他

要

求

义

い

ぅ

形

で

き

現

.
す
る

(

第

1

部
ぎ
.一

章
第
.
ニ
節
、
蹇
二
部
第
.
：

1::

章
第
；

r

參
照)

？'
、

A
J
:
,

と̂
^̂
^̂ 

.
K
.
I
T

船
元
の
資
本
ま
的 

.

經
營
の
危
機
打
開
の
契
機
'
と

な

る

と

共

に

、

そ
の
；基

盤

の

.
有
す
る
矛
盾
を
擴
大
與
生
産
す
る
1

割
を
果
す
<
^
こ
こ
に
國
家
獨
占
資
本 

生
義
段
隙
に
お
け
る
中
小
企
業
の
服2̂

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

"

評

本
漁
 

s

*

m

s

4

-

-

 
-

 
™

 >

 -

:

.

マ
'月
.

)

'

-

.

.

.

:

：'

'

，ベ
，
.
：
'

島

廣

:: 

ー̂

ポ
本
民
、̂
1
ゎ̂
.課
題
が
-、.：へ
對
建
制
の
厳
-
2に̂
.ぁ
：0
、
：
；氣
去
處
年
に'

:

わ

た.
日

本

藍

榮

の

：
發

展

止

し

：
て

-
^
た

諸

關

係

ょ

り

め

暇

放

-
^
ぁ
づ 

:

-
^
限

り

ぐ

ー

錢

り

踐

さ

れ

た

地

撑

ど

し

；

^
/
れ

濃

ぐ

傳

，
韻

轉

.
；

身

と

：
し

て

，の

農

,

漁
業
.め
：
民

，
！

^
化
が
お
の-S-

軸
で
^
り
、
、
襄〉

シ
山V,:

辦

,
 

の
焚
し
さ
か
ら...
の
.解
.放
が
歉
極‘の
.目
的
，で
ち.つ
’た
.こ
と
は
論
を
ま
た
な 

い
。
か
か
る
資
踐
的
碟
題
の
遂
行
途
上
に
お
い
て
、
そ
の
要
請
に
こ
た
え 

っ
っ
、，
☆
分
厮
に
お
い
て
、
多
く
.の
研
貌
が
發
表
せ
ら
れ
て
い
.る
。
比
較

v

g

令
H

ま
：で
⑩
人

：の
顧
.
^
.の
薄
が
：っ

囊

經

厲

に

關

オ

ふ

；研

究

を

軟

；

前
に
お
い
て
も
.
け
っ
し
て
す
く
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
戰
後
急
速 

に
そ9

.

關
心
が
高
め
ら
れ
て
來
て
い
る
。
そ
こ
に
は
.攻
革
後
に
お
け
る
地
.

;、 1̂

め

殘

存

と

；
ゅ

關

聯

、
に
ン
ぉ

：，

ぜ

船
！：

性

路

が

間
；
,̂
^
'る

；： 

一
ょ
い}
問

に

、
：；：、

P

夢

；に.お

力喪
失
.， .：；̂

一

れ

港

ポ

が

激

银

，

：
.；
^

p
 

::

資

灘

め

後

廣

C

 

一

叢

近

敝

に

お

け

る

ポ

&

歡
か
一
深
^

,

る

危

等

.

.

.マV
,
近
鎭
康
男
編r

日
本
漁
業
の
經
濟
構
造」

レ
；求̂
^

の1̂
1
1

あ；

へ'
.め
‘
^

^

が

服

く

見

ら

か
' 

を

：
そ
の
热
果と，し
て 

:

ま

！
}

^
☆

る
研
究
ま
律
め
發
；表
を
見
ホ
に
至

P

お

め

ホ

あ

：る

が

，
；

(

そ

め

文

献 

目
ポ
書
卷
ま
：に附

f

ポ
れ
一
：

が
！；

らi

迪

め

嚴

成

果

の

上

：
一 

;满
5

ぺ
多
く
：め

偶

！

^

嫌
を
働貫；： i

て

醫

せ

：ち

れ

を

に

至

つ

も

'
の
が
本 

#

ず

ぁ

.藤
敎
液
を
中
心
と
4
^
.て
.
、
一
律
め
：て
豐
富
な

l

i

,

.
 

.::

查

赛

ま

計

資

料

を

ま

l
i
t
.
-
:
;

◎
.

歴

史

阶

、
.

激

論

的

を

M

み

ら

れ

た

も 

V

の
！"、
あ
力
て
ハ
.

本
書
ほ
い
あ
ぱ
、

♦

日
ま
：ポ
、
日
#

漁

衆

の

經

濟

歡

に

關 

す
る
研
究
成
果
の
一
大
集
大
成
で
あ
タ
、
次
へ
の
：研
究
の
出
發
點
と
も
な 

.

る
べ
き
地
位
を
厥
え
ら
れ
る
も
の
.
で
，あ
つ
て
、
' 

'本
臀
の
.：發

刊

が

日

本

激

榮 

經
濟
寧
の
-展
開
.の 

''
セ
に
ま：§ >0

地
位
ぱ
..
極
'め
て
重
要
，.で
あ
る
...
と
..
思

.わ
れ
'

v
;
v
:
v

 

- 

‘ 

.

-

-パ.

-

-

’
.

.

.

.

-

.

.

.

.

'
 

-
:
.
- 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

* 

V
. 

.

.

. 

■ 

•■
■
:

ジ
わ
：た
べ
し
は
：、
：
維

®
:
:
一

 

七
年
：四

月

以

降

、
；：
永

廣

则

§

の
委
託
，ね
ょ 

掛
東
、.

小
池
厕
敎
授
を
中
と.
す,

縣
K:

町
め
^

態
調
齋
の 

グ
：1:
員
に
拳
に
も
參
咖
ザ
る
と
と
を
揮
た
。

‘
日
，本
撒
業
1

に
.多

く

め

關

ね 

を
有
し
ー
^̂-
‘̂
は
い
；

.
^
2;が
ハ
：：
全
^

憲

：で
あ
る
わ
た
く
し
の
，
研
究
途
上
：
に
、

本 

m

◎

刊

行

を

見

る

に

室

，力
セ
の
：
巧

4
$

:

ウ>/>:

本
書
上
り
受
け
た
教
訓
は
極 

.

ゆ
冗
大
；で
あ
る

.
タ

か

か

る

事

情

，に
あ
：
を
わ

た

V
-,.4

:

に

とつ： .

て
：、
.
♦
、
.
本

書 

ッ*
^
激-
^
ー
に

.
あ̂
>

全

體.
^̂
:

わ
あ.

つ.

：て
の
批
-
1̂
^

伽

ぇ

る

さ

.ど

ぱ
全
べ
そ
の 

任
に
無
い.

の
；で
あK?::

が
、
：

.

わ
た
パ
じ
：
^

冷

囘

み

調

査

，
に

參

加

し

な

が

を 

..

本
®I

ま

學

び

得

た

も

：
ひ

.
やJ

;:l|

ぶ3

特
に-
調
を
賞
施
中
、
：

.

論

議

め
..  

なI

ま

若

の

：問
鶴
に
膨
定
ゾ
書
評
に
か
え

.
^
か
と
思>
0
0:,:;;:ぺ

,

f

置

徵

は

：

1

A

廣
も
お
ゆ
を
、®

主
I

船元
」：：：：， I

p
:
:

取
、

<
E

制
度
、
：そ
‘

:

を

に

お

け

る

；
再

生

廣

®

S

と
魚
償
贤
定
，の
：把
廣
£

:

孰
に
限
り
お
い
0:

.:

.
,
:
.

1

七
五

，(

七
五

I
O


